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約
1
万
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空

を
彩
り
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
21
日
（
火
）

　
午
後
7
時
30
分
か
ら

※
荒
天
の
場
合
は
8
月
26
日
（
日
）
に
延
期

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
観
光
物
産
連
盟

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
8
2
9

　
毎
夜
10
分
間
、
約
3
0
0
発
の
花
火

が
打
ち
上
が
り
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
20
日
（
金
）
〜
8
月
20
日

（
月
）
　
午
後
8
時
50
分
〜
9
時

※
雨
天
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川

■
問
合
せ
先

　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
6
2
6

　
8
0
0
年
の
伝
統
「
徒
歩
鵜
」
を
現

代
に
再
現
し
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
20
日
（
金
）
〜
8
月
19
日

（
日
）（
期
間
中
の
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
）

午
後
8
時
〜
8
時
50
分

※
笛
吹
川
の
水
量
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川

■
問
合
せ
先
　
観
光
商
工
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

か
　
ち
　
う

　皆さんの心を躍らせる様々な演奏をお届
けします。
御坂中学校吹奏楽部、ピーチ・オブ・ドリ
ームス（消防団バンド）、琉球三線　島袋
寿一・悠子、甲斐之国御坂天雷太鼓保存会
＆子供組　など

　日時　8月4日（土）　午後6時30分～8時30分
※雨天中止

■問合せ先��御坂支所��☎055(262)2271

※駐車場に限りがございますので、
　なるべく乗り合わせにてお願いします。
※駐車場利用時間PM5:30～
　（ただし、第一共選場はPM7:00～）

お楽しみ抽選会、花火などを催します。

　日時　8月14日（火）午後7時30分～9時
※雨天の場合は8月15日に延期

楽しみなイベントが勢ぞろい
シャボン玉遊び、すいか割大会、甲斐之国御坂天雷太鼓
保存会、地元高校生ガールズバンド「CROWN」、民謡、
お楽しみ抽選会、花火　など

■問合せ先��芦川支所��☎055(298)2111

■問合せ先��八代支所��☎055(265)2111

　日時　8月15日（水）午後6時～8時30分
※雨天中止
※駐車場は市役所八代支所、若彦路ふれあい
スポーツ館、八代児童センター、農協八代
支所の駐車場をご利用ください。



■問合せ先��境川支所��☎055(266)2111

はじめからフィナーレの花火まで催しがいっぱい
　神輿と親子盆踊り、笛吹
高校すいれき太鼓部、てん
とうむしに乗ろう、カラオ
ケ大会、花火など

　日時　8月15日（水）
　午後5時～9時

夏の夜のひととき、ご家族そろっておでかけください。

春日居小学校児童合唱、盆おどり、

春日居東・西保育園児による太鼓演奏、

春日居中学校吹奏楽部演奏、お楽しみ抽選会など

　日時　８月15日（水）�午後６時から※雨天中止

■問合せ先��春日居支所��☎0553(26)3111

※駐車は校庭・足湯駐車場・JAフルーツ山梨
春日居支所にお願いします。スペースに限
りがありますので、できるだけ乗り合わせ
にてご来場ください。

点火された火は、すぐに闇を走り、
大の字が夜空に赤々と浮かび上がる

　「甲斐いちのみや大文字焼き」は、江戸時代に峡東地域で
行われていた四大火祭（「竿形焼き・八代」「鳥居焼き・勝沼」
「笈形焼き・春日居」）の一つです。
　大文字焼きは、お盆の送り火として親しまれていたもの
で25年前に復活しました。
　毎年、8月16日の夜に一宮町の南東にある大久保山中腹に
「大」の文字が赤々と燃え上がります。今では、市の夏の
風物詩となっています。

大文字焼きの「大」の字の大きさは、１画目が70
メートル、2画目が85メートル、3画目が60メー
トルです。組み上げた井桁を約２メートルおきに
置いて「大」の字をつくります。

■問合せ先��一宮支所
　☎�0553(47)1111

　日時　8月16日（木）午後５時イベント・縁日スタート、
交通規制開始は午後４時30分
○午後８時大文字焼き点火　※小雨決行・荒天順延

■問合せ先�笛吹市商工会�☎055(263)7811

　日時　8月20日（月）午後7時～10時
　（交通規制）　※雨天決行
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笛吹音楽祭運営委員会

笑顔おとどけ隊いちのみや

石和町文化協会茶道部

八代町南区長崎地区

花絵会筝曲教室

朗読サークルあかり

ボランティアガイド笛吹

一宮町を考える会

一宮町郷土史会

笛吹市を映画で元気にする会

渋川の排水をよくする会

小石和区

東原和歌囃子保存会

春日居小学校PTA

対象

全市

一宮

全市

全市

石和

八代

一宮

全市

八代

石和

全市

全市

一宮

全市

一宮

御坂

石和

全市

石和

石和

一宮

春日居

平成23年度地域振興促進助成事業合計

笛吹音楽祭の開催

一宮地区高齢者の健康づくりと介護予防

地域学習を活かした諸活動の実践

東日本大震災被災者救援事業

伝統文化子供茶道教室の開催

親子で遊休地を利用した農業体験や花づくり

八代町南区長崎かかし祭りの活性化

笛吹こどもお琴教室の開催

朗読を通じた地域ふれあい事業

笛吹市内文化財ガイド養成事業

地域再発見マップづくりプロジェクト

「甲斐の国一宮の歌」の発行事業

第2回笛吹映画祭の開催

渋川の未来創造事業

小石和区文化祭の開催

東原和歌囃子の保存継承事業

大人のあいさつ運動

採用件数22件

1,000,000

50,000

83,000

802,500

188,916

469,000

442,000

418,592

253,400

172,270

107,800

199,000

50,000

305,200

268,100

105,000

50,000

1,000,000

126,000

105,000

210,000

101,430

6,507,208

団体名

NPO法人
いのち・環境再生機構

NPO法人
学びの広場ふえふき

栃山天空ホタルの会

笛吹市災害ボランティア連絡会
「素っ飛び会」

NPO親子ふれあい広場

NPO法人
Happy��Space��ゆうゆうゆう

富士見小学校PTA

御坂町PTA連絡協議会

内　　容

奈良原地区のホタルとモリアオガエルの成
育できる環境の整備

御坂町地域・家庭づくり標語カレンダーの
作成

登校班別防災マップと富士見小防災マニュ
アルの作成

災害時の情報収集や災害ボランティアの基
盤整備

母親支援プロジェクト「家族のＫＩＺＵＮ
Ａスクール」

助成額

地域振興促進助成事業　　市では「市民活動団体や行政区の皆さんが地域づくりや地域を活性化させ
るために行う事業」に対し「地域振興促進助成事業」により助成金を交付し支援を行っています。

　地域の環境整備、防災意識の啓発、防犯活動、文化交流イベント、スポーツによる青少年育成、文化財・

伝統文化の保存・継承など、その目的や社会貢献性などを審査した上で、平成19年度から23年度までの５

年間で114事業に助成を行い、昨年度は22団体に助成を行いました。

　現在、平成24年度の事業募集を行っています。詳しくは、お問い合わせください。

平成23年度笛吹市地域振興促進助成事業　採用一覧

ホームページアドレス
https://opencity.jp/
fuefuki/

　
6
月
1
日
、
地
域
活
動
や
市
民
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
団
体
の
平
成

23
年
度
地
域
振
興
促
進
助
成
事
業
実
績

報
告
会
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
代
町
奈
良
原
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
栃
山
天
空
ホ
タ
ル
の
会
で
は
、

休
耕
田
を
利
用
し
た
ホ
タ
ル
の
里
の
整

備
や
地
元
の
保
育
所
や
敬
老
会
と
の
交

流
の
様
子
を
、
ま
た
、
富
士
見
小
学
校

の
P
T
A
で
は
、
昨
年
の
大
震
災
を
教

訓
に
、
学
校
や
行
政
区
と
協
力
し
て
作

成
し
た
「
富
士
見
小
P
T
A
防
災
マ
ッ

プ
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
N
P
O
法
人H

a
p
p
y
�

S
p
a
c
e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
、
小
石
和
区
、

お
よ
び
市
内
の
映
画
館
「
テ
ア
ト
ル
石

和
」
で
無
声
映
画
を
上
映
す
る
「
笛
吹

市
を
映
画
で
元
気
に
す
る
会
」
な
ど
、

当
日
は
、
全
8
団
体
が
活
動
内
容
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
14
団
体
が
活
動
報
告
の
資

料
を
掲
示
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
「
素
っ
飛
び
会
」
で
は
、
資
料
の

掲
示
の
他
に
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

　
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
よ
っ
ち
ゃ
ば

る
ネ
ッ
ト
笛
吹
」
で
は
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
N
P
O
法
人
な
ど
市

民
活
動
団
体
の
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
団
体
の

ほ
か
行
政
区
や
P
T
A
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
市
民
活

動
や
地
域
づ
く
り
を
活
性
化
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
登
録
団
体
が
、
無
料

で
利
用
で
き
る
専
用
の
打
ち
合

わ
せ
（
会
議
）
ス
ペ
ー
ス
が
、

御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
御

坂
町
栗
合
）
内
に
市
民
活
動
サ

ロ
ン
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
広
場
」

と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎055（262）4111

活動の詳細が展示されたパネル災害ボランティア連絡会「素っ飛び会」で展示したモーターパラグライダー

富士見小学校ＰＴＡによる「富士見小ＰＴＡ防災マニュアル」の報告



佐藤行雄様（東京都江戸川区）

石原能郎様（東京都目黒区）

網倉和仁様（神奈川県横浜市）

匿　名　（１名）

加藤芳之様（東京都渋谷区）

菱山武雄様(東京都葛飾区)

志邨守夫様(東京都武蔵野市)

標　巻三様(東京都港区）

佐藤重三様(東京都八王子市）

匿　名　（２名）

斉藤敏夫様(笛吹市内）

中村紀雄様(東京都練馬区)

櫻井静江様(埼玉県さいたま市）

匿　名　（１名）

お名前 出身地

御坂町上黒駒

御坂町二之宮

御坂町下井之上

石和町川中島

御坂町上黒駒

一宮町末木

石和町山崎

石和町川中島

一宮町

一宮町国分

使途目的

地域の将来を担う子
どもたちの健全育成
を推進するための事
業

実り多い産業と人々
が集うまちづくりを
推進するための事業

環境にやさしく、安心
して健やかに暮らせ
るまちづくり推進の
ための事業

使途の指定なし
（活用方法については
市に一任）

―�ミニ・メモ�―　ふるさと納税制度って何？
　新たに税を納めるものでなく、ふるさと（自分が貢献したいと思う
市町村等）への寄付金のことです。個人が2,000円を超える寄付を行
ったとき、住民税と所得税から一定の控除を受けることができます。
　寄付先の"ふるさと"には定義がなく、出身地以外でも「お世話にな
ったふるさと」や「これから応援したいふるさと」など、各自が想う
ふるさとを自分で選ぶことができます。

ゆ
か
り

　
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し

ょ
う
。

▼
投
票
日
　
10
月
21
日
（
日
）

　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

※
第
11
投
票
所
（
御
坂
町
藤
野
木
区
・

新
田
区
・
立
沢
区
）
、
第
29
投
票
所
（
芦

川
町
）
は
午
後
7
時
ま
で

▼
告
示
日
　
10
月
14
日
（
日
）

▼
投
票
で
き
る
方

○
年
齢
要
件
　
平
成
4
年
10
月
22
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

○
住
所
要
件
　
平
成
24
年
7
月
13
日
ま

で
に
笛
吹
市
へ
転
入
届
を
さ
れ
、
引

き
続
き
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
（
投

票
前
に
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
）

▼
投
票
場
所
　
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予

定
が
あ
る
方
は
期
日
前
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
市
内
7
カ
所
の
期
日
前
投

票
所
の
ど
こ
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
15
日
（
月
）
〜
20
日
（
土
）

▼
場
所
お
よ
び
時
間

・
市
役
所
南
館
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
8
時

・
各
支
所
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6

時
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
へ

の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
18
日
（
火
）

　
午
後
2
時
か
ら

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
1
階

　
多
目
的
集
会
室

※
当
日
、
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
の
関

係
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
会

場
で
受
け
取
ら
れ
る
方
の
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

受
験
申
込
受
付
は
8
月
15
日
ま
で

▼
募
集
す
る
職
種

　
一
般
行
政
職
・
保
健
師
・
消
防
職

▼
受
験
資
格
等
　
試
験
案
内
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
受
験
申
込
受
付

　
7
月
30
日
（
月
）
〜
8
月
15
日
（
水
）

　
【
場
所
】
総
務
部
総
務
課

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

■
問
合
せ
先
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　募集期間　８月１日（水）～15日（水）　午前９時～午後５時

　申込方法　規定の申込書に記入して、ファックス・Ｅメール・持参・郵送のいずれかでお申し込み

ください。その際には、必ず「教室番号」と「教室名｣を明記してください。

○ファックスの場合　FAX��055(261)3340

○Eメールの場合　申込書を市ホームページからダウンロードし、Eメールに添付してください。

　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp

○持参の場合　笛吹市役所南館3階�生涯学習課、御坂支所、一宮支所、春日居支所、芦川支所、八

代総合会館、境川総合会館

　申込書は、上記のほか、市内図書館窓口などにも備えています。また、このページのコピーも利

用できます。

■郵送・問合せ先　〒406-0031��笛吹市石和町市部809-1（市役所南館内）

　　　　　　　　　　　　　　　�笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当　☎�055(261)3339

　そ�の�他

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。

　（初心者等を優先する場合もあります）

○受講が決定した方、または抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書、または落選通知

書を送付しますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・入場料等が必要な場合は、先に講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込ん

でください。

○期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。また、希望者が一定の数に達

しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高い

レベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、学習を継続する

こともできます。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご相談ください。

平成24年度　「笛吹市民講座」�２学期受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
教室番号

希望する
教室番号 教　室　名教　室　名

〒

※はっきり記入してください。



郷土の歴史講座
講師 市教育委員会文化財課職員

会場 学びの杜みさか

日時 11月26日（月）　午後2時～3時30分

定員 20人

定員 24人

定員 20人

定員 10人

定員 15人

定員 15人定員 15人

定員 15人

定員 15人

定員 15人

定員 ①､②各20人(申込書にどちらか番号を記入)

定員 15人

定員 15人定員 20人

定員 20人定員 15人

定員 10人

定員 10人

定員 10人

定員 15人

受講料 無料

兜づくりの古民家、美しく積まれた石垣や石像物など芦
川地域の貴重な歴史を紐解く座学講座です。

1

知って得する～暮らしとお金の話～
講師 野村證券㈱投資情報部　阿部利孝��先生

会場 スコレーセンター

日時 12月5日・12日・19日　各水曜日
午後1時30分～3時

受講料 無料

老後の生活費、住宅ローン、教育費、生命保険などの生
活費・・・「暮らしの設計」から「相続の決まりごと」
などについて考え、家計力をアップしましょう！

2

実用筆ペン講座
講師 小林早苗��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 10月5日・19日・26日、11月9日・16日　各金曜日
午後7時30分～9時

受講料 無料

年賀状やのしぶくろ、記帳などに住所や氏名を筆ペンで
書く練習や簡単な実用書を書いてみましょう。

3

かな習字教室
講師 篠原豊蔵��先生

会場 境川総合会館　

日時 １0月3日・10日・17日・31日、11月7日　各水曜日
午後7時30分～9時

受講料 500円（紙代）

パソコンに慣れた現代に、自分の手で心を込めた文字を
書き、一味違う感動を味わってください。ひらがなから
指導しますので、気軽に始めてみませんか。

4

教
室

教
室

教
室

教
室

教
室 楽しく出来る「はじめての油絵」

講師 風間繁樹��先生

会場 スコレーパリオ 受講料 5,000円（材料代含む）

日時 10月4日・11日・18日・25日、�11月1日　各木曜日
午前10時～11時30分

「油絵」って敷居が高くて・・・と思っていませんか？決してそ
んなことはありません！！　高額な道具を使用しなくても
講師の丁寧な指導で、楽しく正しい油絵の基本が学べます。
楽しみながら油絵を描く・・・そんな時間を持ってみませんか。

5

初心者絵手紙教室
講師 竜澤友子��先生

会場 学びの杜みさか

日時 11月6日・13日・20日　各火曜日
午前10時～11時30分

受講料 1,000円

年賀状を絵手紙で描きます。自分の名前（落款）、年賀、
賀正等のはんこも作製し、趣のある年賀状を完成させま
しょう。

6

六法を読んでみよう！
講師 憲法の理解を広める会「FFU」

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館　

日時 10月30日、11月13日・27日、12月11日　各火曜日
午後7時～9時

受講料 無料

六法を読んだことがありますか？身近なニュースや新聞
記事などを題材に、六法を開いて一緒に考えて見ましょう。
※六法は講師が用意します。

7

いやしの音色「コカリナ教室」
講師 雨宮富美雄��先生 会場 境川総合会館

受講料 6,000円（楽器代）※コカリナを持参する方は無料

年齢に関わらず楽しめるコカリナは、木の優しい音色で
癒しを与えてくれます。初めての方もぜひ！木の持つ優
しさにふれてみませんか？

8

初心者津軽三味線教室
講師 福嶋孝顕��先生 会場 スコレーセンター

日時 10月5日･12日･19日･26日、11月2日　各金曜日
午後7時30分～9時

受講料 3,000円（津軽三味線リース代・指掛け代）
※持参する方は無料
①津軽三味線リース希望　②津軽三味線持参
①②どちらか申込書に記入

津軽三味線を始めませんか？初心者を対象とした教室です。

9

日時 11月8日・15日・22日・29日、12月6日　各木曜日　午後8
時～9時30分　①コカリナ購入希望　②コカリナ持参
①②どちらか申込書に記入

初心者のための着付けと帯結び
講師 すずの会

会場 御坂農村環境改善センター

日時

受講料 無料

新年は着物を着て迎えてみませんか。着崩れない、苦し
くない基本の着付けと帯結びを学びます。美しい着こな
しを身に付けましょう。

10

教
室

教
室

教
室

教
室

教
室

10月4日・18日、11月1日・15日・29日　隔週木曜日
午前10時～11時30分

教
室 魅力アップ講座

講師 天野令子��先生

会場 八代総合会館

日時 10月17日・24日･31日、11月7日・14日　各水曜日
午後7時～8時30分

受講料 1,000円

その人の持っている魅力を引き出して表現方法を学びます。
仕事やプライベートに生かしてみませんか？自分スタイ
ルを作り上げるチャンス☆レッスンをはじめましょう！

11

教
室 日本の礼儀作法と心

講師 安井日出夫��先生

会場 八代総合会館 受講料 1,000円

①美しい姿勢、挨拶の仕方、②訪問とおもてなし、③食事マ
ナー(洋食編）、④弔事編、⑤五節句行事の由来と飾り方を
学びます。＊祝儀袋を作りお持ち帰りします。

12

教
室

講師 NTTドコモショップ一宮

会場 八代総合会館

日時 10月18日、11月8日　各木曜日
午前10時30分～正午

受講料 無料

スマートフォンを使った経験のない方にも、わかりやす
くコンパクトにスマートフォンの魅力、活用方法など紹
介します。充実したアプリが楽しめる大画面のタブレッ
ト端末もご体験ください。

13

教
室 ステンドグラスキルト

講師 村松江美子��先生

会場 境川総合会館　

日時

受講料 4,000円

ステンドグラスに見立てた素敵なキルトです。おそろい
のバッグとポーチに仕上げます。キルトの基礎も学べます。

16

教
室 リボン刺しゅう「四季の花」

講師 土屋元子��先生

会場 スコレーパリオ

日時 10月4日・18日、11月8日・22日、12月6日　各木曜日
午後2時～3時30分

受講料 2,800円

リボン刺しゅう用のリボンを用いた、可愛らしい刺しゅ
うを覚えましょう。お子さん、お孫さんの洋服などにも、
ワンポイントとして応用できるので、オリジナル作品に
いかがですか？

17

教
室 お正月用フラワーアレンジメント

講師 鶴田悠��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 ①12月28日（金）午前10時～11時30分
②12月28日（金）午後1時30分～3時

受講料 2,000円

お正月用にアレンジされたおしゃれな生け花です。玄関
などの空間を華やかに演出します。

18

教
室

花と雑貨のコラボ
　　　　　～お花で雑貨づくり～

講師 河埜寿美子��先生

会場 スコレーパリオ

日時 10月11日、11月8日、12月13日　毎月第2木曜日
午後7時～9時

受講料 6,000円

生の植物・お花を使って、10月ハロウィン・11月クリス
マス・12月お正月・・・など、お花と雑貨のコラボを楽しみ
ます。

19 教
室 マイカー点検教室

講師 AMS山梨青年部

会場 八代総合会館駐車場

日時 12月1日(土)　午前9時30分～11時30分

受講料 無料

日常点検を知ることで「エコドライブ」→排出量削減に
つながります。環境とお財布にやさしい「エコライフ」
を目指しましょう。簡単な座学と実際に自分の車を使い、
点検方法を学びます。

14

教
室 「ミニチュアドールハウス」�by�X'mas

講師 樋泉いよ子��先生

会場 スコレーパリオ

日時 10月3日・�17日・�31日、11月14日・�28日
　隔週水曜日　午後1時30分～3時

受講料 2,500円

市民講座に初登場です。本物そっくりにクリスマスの楽
しい家の中を再現します。誰もが憧れる世界に浸る時間
を楽しんでみませんか？！
※作品見本が生涯学習課に展示してあります。

20 教
室

冬の編み物　連続モチーフ編みの
「花のチュニックベスト」

講師 水村和惠��先生

会場 スコレーパリオ

日時 10月4日・11日・18日・25日、11月1日　毎週木曜日
午後7時～8時30分

受講料 4,000円

連続モチーフ編みで作る講師オリジナルデザインのチュニッ
クベストです。コンクールの入賞作品で、デザイン、着まわ
しも良く1枚あると大変便利です。
※かぎ針編みの基礎ができる方
※作品見本が生涯学習課に展示してあります

15

日時 10月2日・23日･30日、11月13日・27日　各火曜日
午後1時30分～3時

スマートフォンを使ってみよう！！

10月5日・19日、11月2日・16日、12月7日　各金曜日
午後2時～4時



トールペイントで小物作り
講師 天野真弓��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 10月3日・10日・17日・24日・31日　各水曜日
午前10時～12時

定員 10人

定員 ①､②各20人(申込書にどちらか番号を記入)

定員 15人

定員 10人

定員 20人

定員 20人定員 20人

定員 20人

定員 20人

定員 20人

定員 30人 定員 50人

定員 20人

定員 10人

定員 24人

定員 24人

定員 20人

受講料 2,000円

可愛らしい小花などをペイントしてティッシュボックス
と小物作りをしてみましょう。ペイント技術を身に付け
れば、いろんな素材でオリジナルのグッズを作る楽しみ
が広がります。

21

和紙干支づくり教室
講師 平出恭子��先生 会場 あぐり情報ステーション

日時 ①11月15日（木）　午前9時30分～正午
②11月29日（木）　午前9時30分～正午

受講料 3,000円（和紙材料、掛代金含む）

来年の干支「巳」の壁掛けを和紙で作ります。来年が良
い年になるよう、願いを込めて作ってみましょう！

22

クリスマスに贈る
「マカロンキーホルダー」

講師 三枝由紀江��先生

会場 あぐり情報ステーション

日時 12月7日・14日　各金曜日
午後1時30分～3時

受講料 1,000円

ハギレを使ってアクセサリーや薬、ワンコインも入る、
かわいいマカロンキーホルダー作ります。クリスマスの
ミニギフトにいかがですか。

23

手作り灯り教室
講師 生原きみほ��先生

会場 あぐり情報ステーション

日時 10月6日・13日･20日､11月10日･17日　�各土曜日
午後1時30～3時

受講料 5,500円

和紙の包む光のやわらかさは、私達の心を癒し、和ませ
てくれます。世界にたった一つだけの手作りの灯りを作
ってみましょう。「ハートライト」と「花あかり」の2作
品を制作します。

24

教
室

教
室

教
室

教
室

教
室 作家に学ぶ陶芸教室

講師 井上香代子��先生

会場 スコレーパリオ 受講料 2,000円

日時 10月3日・10日・17日、11月7日・21日　各水曜日
午後1時30分～3時30分

陶芸の基礎から全ての工程を体験し、楽しむ部分までを
白濤会等に所属する、陶芸作家の講師に学びます。(窯入
れは除く)

25

清春芸術村「光りの美術館」見学
会場 清春芸術村（北杜市）

日時 １0月16日(火)
午後0時50分　スコレーセンター南側駐車場集合
午後1時～5時

受講料 1,100円

建築と芸術の理想郷「清春芸術村」を訪ねます。また世
界的建築家安藤忠雄が設計した「竜王駅」の見学をします。��

26

笛吹市ボランティアガイド養成講座
講師 ボランティアガイド笛吹

会場 スコレーパリオ、市内文化財等

日時 10月10日・24日、11月14日・28日、12月12日、
平成25年1月16日・30日、2月13日・27日、3月13日
各水曜日 午前9時～11時30分

受講料 無料

「ボランティアガイド笛吹」の一員として、市民や子どもたち、
市を訪れる観光客に、市の歴史、文化財を案内する人材を
養成します。2回目（10月24日）からは、現地研修になります。

27

キャラクターパンを作ろう
講師 パンくらぶ�ぷう　早川亜希子��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

受講料 2,000円

1回目は、トトロパンと、まっくろくろすけ、2回目は、
あんぱんまんと星型メロンパンを作ります。子どもたち
の喜ぶ顔が浮かびますね。

28

健康料理教室
講師 前田英美��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 10月12日(金）・11月29日(木）

受講料 400円

元気な毎日を過ごすには、食事のバランスが大切です。「笛
吹市版食事バランスガイド」で自分の食生活を見直して
みましょう。また、旬の食材を使って簡単な料理も学び
ます。

29

日時 11月13日、12月11日　各火曜日
午前10時～午後1時30分

リラックスヨガ
講師 早川麻美��先生

会場 御坂農村環境改善センター

日時

受講料 無料

簡単なポーズと呼吸法で疲れた心と身体をほぐし、心身
共にリフレッシュ。日中忙しい方、運動不足解消に気軽
にご参加ください。

30

教
室

教
室

教
室

教
室

教
室

10月2日・16日・23日･30日　各火曜日
午後8時～9時30分

（受付）午前9時30分　午前10時～午後1時

教
室 ルーシー・ダットン

講師 インストラクターReico

会場 石和清流館

日時 10月6日・13日・27日、11月3日・10日　各土曜日
午前9時～10時30分

受講料 無料

血液やリンパの流れに、影響する足を鍛えて刺激するポ
ーズが多く、足痩、腰周りのダイエットに効果的。難し
すぎず、易しすぎず誰でも気軽にできるタイ式ヨガです。

31

教
室 パンチ＆キック

講師 インストラクターReico

会場 スコレーセンター 受講料 無料

パンチやキックなど、音楽に合わせ楽しく体を動かします。
フォームを習得し、身の危険の対処法も学びます。

32

教
室

講師 半田美恵子��先生

会場 御坂農村環境改善センター

日時 11月1日・8日・15日・22日、12月6日・13日・20日、
平成25年1月10日・17日・31日、2月7日・14日・21日、
3月7日・14日　各木曜日 午前10時～11時30分

受講料 無料

①有酸素運動、②筋力トレーニング、③ストレッチの3つの要
素がセットになったちょっと欲張りな講座です。楽しく体を
動かして脂肪燃焼し、幸せのエネルギーに変換させましょう。

33

教
室 健康豆知識

講師 市国民健康保険課　保健師

会場 働く婦人の家（八代町）

日時

受講料 無料

市の医療費の現状を知ってもらうとともに、生活習慣病
の予防のポイント、上手な医療のかかり方などについて
学びます。また、ご家庭で簡単にできるストレッチなど
の運動も紹介します。

35

教
室 少林寺拳法＆整体教室

講師 少林寺拳法山梨石和道院所属拳士

会場 石和清流館

日時 10月4日・11日・18日･25日　各木曜日
午後7時30分～9時

受講料 無料

犯罪者などから自分の身を守ることを前提に、色々な場
面を想定した対処法を学びます。整体教室では肩こり・
腰痛の緩和、背中の調整等の知識を学びます。

36

教
室

～最後まで自分らしく生きるためには～
成年後見制度を学ぶ

講師 司法書士　村松日出男��先生

会場 学びの杜みさか

日時 11月16日（金）
午後1時30分～3時30分

受講料 無料

成年後見制度は、みなさんの暮らしを守り、支援する制
度です。この機会に一緒に学んでみませんか。

37

教
室 健康体操教室

講師 河野�修��先生

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 10月4日・18日、11月1日・15日　各木曜日
午後7時30分～9時

受講料 無料

日頃、意識していないところの筋肉をやさしくほぐし、
日常おこなえる体操です。

34

日時 10月1日･15日･29日、11月5日･19日　各月曜日
午前10時～11時30分

長期脂肪燃焼プログラム

11月15日・29日　各木曜日
午後1時30分～3時



　DV（ドメスティック・バイオレンス）は、人として尊重し合える社会づくりを目指す男女共同参画の大
きな課題の一つです。そこで今期の家庭部会は、活動の一環として、DVについて紙芝居や人形劇などのパ
フォーマンスをつくろうとしています。まずは学習からということで、6月18日に県立男女共同参画推進
センター「ぴゅあ総合」館長・パープル&オレンジクラブ代表の横山祥子さんを
お招きし、学習会を開催しましたので、一部を紹介します。

　配偶者や恋人など親密な関係にある者等から振るわれる暴力のことです。

※相談機関とは、最寄りの配偶者暴力支援センター（女性相談所・ぴゅあ総合）、警察署、福祉事務所などです。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

ひとりで悩まず、相
談機関（※）へ相談
しましょう!

事実を知ったら、
相談機関（※）へ
通報しましょう!

笛ちゃん 吹ちゃん

団体選出の委員に入れ替わりがありましたのでご紹介します。
（順不同、敬称略）
龍澤富雄（連合区長会）、長田美津枝・春田美子（女性団体連絡協議会）、
黒　成俊（保育所（園）保護者連合会）、大村喜仁（PTA連合会）

　平成22年度の県調査によると、「配偶者からの暴力の被害経験があると回答した

者」は、女性37.1%（2.7人に1人）、男性17.4%（5.7人に1人）となっています。また、相談件数は県全体

で1,390件（前年度比1.5倍）、ぴゅあ総合で554件（前年度比2.3倍）と確実に増えています。

　児童虐待は、県では930件（H23年度。過去最高の件数）、全国では55,154件（H22年度）発生しています。

全国の相談を種類別にみると、身体的虐待が21,133件と最も多く、次いで保護の怠慢・拒否（ネグレクト）

が18,055件（H22年度）となっています。全国の死亡事例は、77事例・88人（H21年度）にのぼります。

　平成24年度山梨県男女共同参画推進事業者等表彰において、新田

治江さん（境川町）が県民表彰を、八代特産品開発研究会が女性の

チャレンジ表彰を受賞されました。

　新田治江さんは、旧境川村および市の男女共同参画推進委員会委

員として、地域での男女共同参画の推進に貢献されました。特に委

員長として、第2次笛吹市男女共同参画プランの策定や笛吹市男女

共同参画推進条例の制定に中心的に携わるなど、長年にわたる推進

活動が認められ、今回の受賞となりました。

　八代特産品開発研究会は、地元の女性たちが地元特産品の生産か

ら加工、販売までの6次産業化に取り組み、ビジネスの確立、地域

ブランドの普及に貢献されました。また、地産地消や食育の推進に貢献するとともに、農村女性の

経済的地位向上に貢献するなど、新たな分野へのチャレンジが認められ、受賞となりました。

横内知事から表彰を受ける
八代特産品開発研究会代表

内閣府作成DV啓発カード

　メタボリックシンドロームとは、過剰な内臓脂肪を原因として、高血圧・糖尿病・脂質異常
症などの生活習慣病にかかりやすくなっている状態のことで、脳梗塞や心筋梗塞などへと進行
する可能性も高く、放っておくと危険です。しかし、メタボリックシンドロームは内臓脂肪を
減らせば解決します。今日から毎日の目標を決めて生活改善をはじめましょう!

　Yさん65歳（男性）は、妻と長男と3人暮らし。畑で野菜をつくっています。以
前から血糖値が高く内科を受診したことがありましたが、内服治療はしていません
でした。
　Yさんはこの後、『市の特定健診』を受診、健診の結果から『特定保健指導』を
利用し、
　健診時　：体重72.4kg　　　　　�腹囲85.7cm
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓
　６カ月後：体重68.4kg（－４）kg　腹囲80（－5.7）cm
と、大幅な改善に成功しました!
　Yさんはどのように取り組み、体重、腹囲を減らすことができたのでしょうか。
次回から、Yさんの取組みを「Yさんのメタボ解消日記」としてシリーズでお伝え
します。

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　
70
歳
（
昭
和
17
年
8
月
1
日
以
前
の

誕
生
日
）
か
ら
74
歳
の
方
全
員
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
受
給
者
証
の
「
一

部
負
担
金
の
割
合
」
は
「
平
成
23
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
所
得
」

に
よ
り
更
新
さ
れ
ま
す
。

●
限
度
額
認
定
証

　
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
一

部
負
担
金
の
支
払
額
を
限
度
額
ま
で
と

す
る
も
の
で
す
。

高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
・
・
・

　
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
限
度
額
認
定
証
の
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
限
度
額
認
定
証
交
付
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、

申
請
し
て
い
た
だ
く
と
更
に
限
度
額
を

低
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
に

な
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
限
度
額
認
定
証
は
、
国
保
税
に
未
納

が
あ
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
納

め
忘
れ
が
無
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

　
人
工
透
析
な
ど
の
治
療
を
受
け
た
と

き
に
、
一
定
の
自
己
負
担
額
で
済
む
も

の
で
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
と
特
定
疾
病
療
養
受

療
証
は
、
対
象
者
の
方
に
8
月
1
日
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
新
し
い
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
し
た
。
万
が
一
届
い
て
い

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
8
月
1
日
か
ら
ご
利
用
で
き
る
限
度

額
認
定
証
の
交
付
が
必
要
な
方
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
「
限
度
額
認
定
証
」

「
特
定
疾
病
療
養
受
領
証
」
の
判
定
に
は
、

世
帯
の
所
得
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
方
が
い
る
と
、
適

正
な
判
定
が
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



　　
夜
の
境
内
で
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

ま
た
、
神
社
に
関
連
し
た
図
鑑
や
絵
本

も
見
て
い
き
ま
す
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
金
）

　
受
付
　
午
後
6
時
45
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

※
荒
天
時
延
期

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
境
内
（
春
日
居

町
鎮
目
）

▼
講
師
　
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

▼
持
ち
物
　
懐
中
電
灯

▼
申
込
方
法

　
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
夜
の
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
に
よ
り
送
迎

が
さ
れ
る
か
確
認
を
し
ま
す
。

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会
　
子
ど
も
ゆ

め
基
金
（
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少

年
教
育
振
興
機
構
）
助
成
事
業

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も
　
馬
場

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

▼
日
時
　
8
月
25
日
（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
甲
府
地
方
気
象
台

�
（
甲
府
市
飯
田
4
―
7
―
29
）

▼
内
容
　
気
象
台
見
学
、
ア
メ
ダ
ス
展

示
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
　
な
ど

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
駐
車
場
の
都
合
に
よ
り
、
車
で
の
お

越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
2
）
3
6
3
4

入
浴
剤
を
作
っ
て
被
災
地
を
支
援
し
よ
う

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
、
手
作
り
の
入
浴
剤
と
一
緒
に
ホ
ッ

と
く
つ
ろ
げ
る
時
間
を
届
け
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
金
）
、
11
日
（
土
）

　
受
付
　
当
日
随
時

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
主
催
　
入
浴
剤
を
送
る
会
（
県
立
科

学
館
内
）

水
辺
の
生
き
物
観
察
会

　
公
園
の
池
や
金
川
の
水
辺
に
す
む
生

き
物
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
18
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
ぬ
れ
て
も
良
い
服

装
・
川
に
入
れ
る
運
動
靴
な
ど
、
帽

子
・
手
ぬ
ぐ
い
・
網
・
入
れ
物
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
）
・
飲
み
物

▼
講
師
　
窪
田
茂
氏
（
や
ま
な
し
淡
水

生
物
研
究
会
）

▼
申
込
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

健
康
講
座
「
か
ん
た
ん
ヨ
ガ
体
験
」

▼
日
時
　
9
月
8
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
小
野
洋
輔
氏
（
（
財
）
住
吉
偕

成
会
　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
お
持
ち
で
な
け
れ
ば
、

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
等
）

▼
申
込
受
付
　
8
月
8
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

秋
の
植
物
に
親
し
も
う

　
秋
の
草
花
や
樹
木
を
観
察
し
て
、
植

物
名
板
を
設
置
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
15
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
ス
ラ
イ
ド
等
に

よ
る
植
物
教
室
を
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
小
林
富
一
郎
氏
（
山
梨
植
物

研
究
会
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・

筆
記
用
具

▼
申
込
受
付

　
　
8
月
15
日
（
水
）
午
前
9
時
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
窓
口
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

発掘風景

南アルプスに沈む夕日（夏至）

館内の土器 水煙文土器

　
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

で
紹
介
し
た
遺
跡
を
尋
ね
る
シ
リ
ー
ズ

の
2
回
目
と
し
て
、
今
回
は
『
釈
迦
堂

遺
跡
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
釈
迦
堂
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
（
今

か
ら
お
よ
そ
4
5
0
0
年
前
）
を
中
心

と
し
た
大
き
な
集
落
跡
で
、
た
く
さ
ん

の
土
偶
や
土
器
が
発
見
さ
れ
た
遺
跡
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出

土
品
は
、
5
5
9
9
点
の
重
要
文
化
財

と
と
も
に
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
、
順
次
展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

博
物
館
は
中
央
自
動
車
道
釈
迦
堂
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら
専
用
通
路
を

通
じ
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
遺
跡
は
京
戸
川
扇
状
地
の
中
央
部
（
扇

央
部
と
い
い
ま
す
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、

と
て
も
眺
め
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
博

物
館
は
遺
跡
の
一
画
に
あ
り
ま
す
。
訪

れ
て
み
て
、
ま
ず
目
を
引
く
の
は
南
ア

ル
プ
ス
の
山
並
み
を
は
じ
め
と
し
た
目

の
前
に
広
が
る
雄
大
な
景
色
で
し
ょ
う
。

晴
れ
た
日
、
朝
日
に
輝
く
雪
を
被
っ
た

山
並
み
も
、
青
々
と
し
た
真
夏
の
南
ア

ル
プ
ス
の
眺
め
も
魅
力
的
で
す
。

遺
跡
か
ら
望
む
夕
日

　
釈
迦
堂
遺
跡
に
暮
ら
し
た
縄
文
時
代

の
人
た
ち
も
同
じ
山
並
み
を
見
て
い
た

は
ず
で
す
。
と
り
わ
け
、
南
ア
ル
プ
ス

に
沈
む
夕
日
は
日
々
そ
の
位
置
を
変
え

て
い
き
ま
す
。
夕
日
は
、
一
年
で
最
も

日
の
長
い
夏
至
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の

北
端
（
見
た
目
右
端
）
に
沈
み
、
最
も

日
の
短
く
な
る
冬
至
で
は
、
見
た
目
左

端
の
笊
ヶ
岳
に
沈
み
ま
す
。
そ
し
て
中

ほ
ど
の
農
鳥
岳
に
は
春
分
と
秋
分
に
沈

み
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
夕
日
は
一
年
で

南
ア
ル
プ
ス
の
冬
至
と
夏
至
の
日
没
点

間
を
往
復
し
ま
す
。
つ
ま
り
遺
跡
か
ら

夕
日
の
沈
む
位
置
が
一
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
と
し
て
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
す
。
釈
迦
堂
遺
跡
の
縄
文
人
も
、
一

日
の
終
わ
り
に
夕
日
を
送
り
な
が
ら
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
し
た
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
集
落
が
営
ま
れ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
特
別
な
場
所
だ
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
遺
跡
は
縄
文
時
代

の
人
た
ち
と
同
じ
目
線
で
風
景
を
眺
め

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
釈
迦
堂
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
上
り
車
線
側
の
そ
ば
に
は
、

遺
跡
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
釈
迦
堂

の
杜
が
あ
り
ま
す
。
お
堂
の
中
に
は
縄

文
時
代
の
石
棒
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
を

奉
納
し
た
の
で
し
ょ
う
。

博
物
館
を
活
用
し
よ
う

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
は
風
景
も
ひ
と

つ
の
展
示
物
と
い
う
考
え
の
も
と
に
風

景
を
観
な
が
ら
縄
文
の
空
間
へ
と
誘
え

る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
博

物
館
で
じ
っ
く
り
縄
文
時
代
を
研
究
し

て
み
よ
う
」
と
い
う
夏
休
み
企
画
展
を

開
催
中
で
す
。

　
文
化
財
課
で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド

や
遺
跡
周
辺
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
千
米
寺
・
石

古
墳
群
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
道
し
る
べ

や
道
祖
神
な
ど
も
見
て
回
れ
ま
す
。
蜂

城
山
か
ら
の
眺
め
も
絶
景
で
す
。
こ
の

機
会
に
博
物
館
を
訪
れ
、
実
際
に
遺
跡

に
立
っ
て
縄
文
時
代
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
を
散
策
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
市
の
魅
力
に

浸
れ
る
は
ず
で
す
。

　
な
お
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
お
よ
び
エ

リ
ア
マ
ッ
プ
は
各
支
所
や
市
立
図
書
館

に

も

置

い

て

あ

り

ま

す

の

で

ご

利

用

く

だ

さ
い
。

ざ
る

は
ち

じ
ょ
う
さ
ん

の
う
と
り

も
り

ま
つ



　
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
3
組
を
市
に
招
き
、
小
学
校
・
福
祉
施
設
で

の
出
前
公
演
、
音
楽
団
体
の
指
導
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
「
ふ

え
ふ
き
〜
音
楽
散
歩
道V

o
l.2

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
17
歳
で
ピ
ア
ノ
を
は
じ
め
た
と
い
う

異
色
の
経
歴
を
持
つ
作
曲
家
、
小
林
真

人
さ
ん
。
う
っ
と
り
と
染
み
入
る
ピ
ア

ノ
の
音
色
。
即
興
で
生
み
出
す
音
楽
と

合
唱
の
共
演
。
音
楽
の
楽
し
み
を
五
感

で
感
じ
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
お
届

け
し
ま
す
。

小
林
真
人
（
ピ
ア
ノ
）

　
山
梨
市
出
身
。
国
立
音
楽
大
学
卒
業
。

自
身
で
作
詞
作
曲
し
た
合
唱
曲
「
明
日

を
信
じ
て
」
「Y

o
u
�
C
a
n
�
F
ly
!」

が
、

教
育
出
版
発
行
の
小
・
中
学
校
の
教
科

書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
健
や
か
な
心

の
獲
得
を
目
指
す
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

を
全
国
の
学
校
、
施
設
等
で
展
開
し
て

い
る
。

山
本
晶
子

（
マ
リ
ン
バ
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　
国
立
音
楽
大
学
・
大
学
院
と
も
に
首

席
で
卒
業
。
武
岡
賞
受
賞
。
２
０
０
２

年
日
本
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
打
楽
器

部
門
第
1
位
。
2
0
0
4
年
文
化
庁
在

外
派
遣
研
修
生
と
し
て
、
ド
イ
ツ
留
学
。

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
『
フ
ラ
ワ

ー
ビ
ー
ト
』
主
宰
。

土
山
如
之
（
チ
ェ
ロ
）

　
東
京
音
楽
大
学
器
楽
科
チ
ェ
ロ
専
攻

卒
業
。
静
岡
交
響
楽
団
団
員
。
ま
た
、

ジ
プ
シ
ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
古
館
由

佳
子
と
バ
ン
ド
を
結
成
し
東
欧
を
中
心

と
し
た
ジ
プ
シ
ー
音
楽
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
演
奏
家
と
し
て
活
動
す
る
3
人
が
、

「
ハ
モ
り
た
い
」
と
い
う
欲
求
か
ら
立

ち
上
げ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
。

2
0
0
9
年
か
ら
現
在
ま
で
、
自
主
企

画
の
ほ
か
に
も
多
数
の
コ
ン
サ
ー
ト
機

会
を
持
ち
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
教
育

現
場
で
の
授
業
な
ど
も
含
め
、
常
に
好

評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

渡
邊
�
史
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
東
京
芸
術
大
学
卒
、
同
大
学
院
修
了
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
ニ
ュ
ー
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
第
1
位
、
日
本
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
2
位
の
ほ

か
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
、
入

選
。
二
期
会
会
員
。

永
　
京
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
東
京
芸
術
大
学
お
よ
び
同
大
学
大
学

院
修
了
。
安
宅
賞
、
N
T
T
ド
コ
モ
賞

を
受
賞
。
日
本
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
。

大
杉
光
恵
（
ピ
ア
ノ
）

　
日
本
大
学
芸
術
学
部
音
楽
学
科
ピ
ア

ノ
コ
ー
ス
を
主
席
に
て
卒
業
。
「
由
紀

さ
お
り
・
安
田
祥
子
�

童
謡
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
全
国
各
地

で
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。

ひ
と
し

　
い
ず
れ
も
名
う
て
の
傑
出
し
た
最
強

ト
リ
オ
の
、
息
の
合
っ
た
絶
妙
の
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

礒
絵
里
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
桐
朋
学
園
大
学
卒
後
、
文
化
庁
芸

術
家
在
外
派
遣
研
修
員
と
し
て
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
院
に
留
学
し
、

修
士
課
程
を
首
席
修
了
。
マ
リ
ア
・

カ
ナ
ル
ス
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
国

内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
。
ヤ
マ

ハ
・
バ
イ
オ
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る
。
洗
足
学
園
音

楽
大
学
講
師
。

長
谷
部
一
郎
（
チ
ェ
ロ
）

　
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科

卒
業
、
桐
朋
学
園
ソ
リ
ス
ト
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
コ
ー
ス
修
了
。
第
64
回
日
本

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
。
96
年
よ

り
サ
イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
参
加
。
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
フ
ォ
ア
シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー

を
経
て
、
現
在
東
京
都
交
響
楽
団
員
。

高
橋
多
佳
子
（
ピ
ア
ノ
）
�

　
第
12
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
ク
ー
ル
第
5
位
入
賞
。
ポ
ル
ト

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
2
位
、
ラ
ジ
ヴ

ィ
ー
ウ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
な

ど
内
外
で
輝
か
し
い
賞
歴
を
重
ね
る
。

桐
朋
学
園
大
学
卒
業
、
国
立
ワ
ル
シ

ャ
ワ
・
シ
ョ
パ
ン
音
楽
院
研
究
科
を

最
優
秀
で
修
了
。
17
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
リ

リ
ー
ス
。
2
0
0
6
年
か
ら
は
ソ
ロ

活
動
に
加
え
、
宮
谷
理
香
と
の
ピ
ア

ノ
デ
ュ
オ
・
ユ
ニ
ッ
ト
「D

u
o
�
G
ra
c
e

」

を
結
成
。

※
9
月
22
日
（
土
）
、
10
月
13
日
（
土
）
、

10
月
27
日
（
土
）
い
ず
れ
も
詳
細
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
一
般
　
1
0
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　
5
0
0
円

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
好
評
発
売
中
。

▼
助
成
　
財
団
法
人
地
域
創
造

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
せ
先

（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
市
の
産
業
観
光
、
歴
史
、
自
然
、
公

共
施
設
等
の
情
報
を
、
市
民
や
来
訪
者

に
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
正
確
に
伝
達

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
公
共
サ
イ

ン
看
板
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

地
域
の
一
体
感
、
来
訪
者
の
歓
迎

　
市
で
は
、
公
共
サ
イ
ン
看
板
に
つ
い

て
、
そ
の
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
の
整
備
、

統
一
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
「
笛
吹
市

ら
し
さ
」
を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
も
て
な
し
の
心
あ
ふ

れ
る
景
観
形
成
を
進
め
る
た
め
、
「
笛

吹
市
サ
イ
ン
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
ま
せ
ん
か

　
サ
イ
ン
計
画
に
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
公
共
サ
イ
ン
看

板
等
の
現
状
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
ま

た
そ
の
整
備
の
あ
り
方
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
々
の
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
討
議
や
作
業
を
行
う
講
習

会
の
一
種
で
、
参
加
者
が
自
由
に
意

見
を
出
し
合
い
、
あ
る
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
共
同
作
業
の
場
で
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
、
自
由
な
雰
囲
気

で
作
業
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
方
で
、
継
続
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
で
き
る
方

▼
開
催
予
定
　
10
月
〜
12
月
頃
に
か
け

て
全
体
で
3
回
程
度
（
平
日
夜
間
）

の
開
催
を
予
定

▼
募
集
人
数
　
5
人
程
度

▼
応
募
方
法
　
8
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
を
明
記
の
上
、
郵
送
･
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
な
ど
で
経
営
企
画

課
経
営
政
策
担
当
ま
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
（
様
式
は
自
由
）

　
な
お
、
応
募
書
類
に
は
必
ず
「
サ

イ
ン
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
応
募
」

と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
6
│
8
5
1
0

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
番
地

笛
吹
市
役
所
　
経
営
企
画
課
　
経
営

政
策
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

E
メ
ー
ル

　s
e
is
a
k
u
@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

礒絵里子さん長谷部一郎さん高橋多佳子さん



ながはた��いさむ

たけの��　かずま

あめみや��えいこ

はなだ　��はるお

まつき　たかあき

やざき　ひであき

たかの　あきら

ふかだ　かずなが

いわま　やすし

笛吹市身体障害者相談員
番号

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

石和

石和

一宮

御坂

御坂

八代

八代

境川・芦川

春日居

地　域 氏�����名

長幡　勇

竹野　數馬

雨宮��栄子

花田　晴雄

松木　高明

矢　　秀昭

　野　晃

深田　一永

岩間　靖

電話番号

地　域 氏�����名 電話番号

055（263）4028

055（262）6577

0553（47）0655

055（262）6901

055（262）5375

055（265）3495

055（265）2618

055（266）5754

0553（26）3759

委嘱期間　平成24年4月1日～平成26年3月31日

笛吹市知的障害者相談員

1

2

3

4

5

石和

一宮

御坂

八代・境川・芦川

春日居

岡��徹也

田村　京子

小澤��貴代子

白石　千景

杉本　和子

おか�てつや

たむら　きょうこ

おざわ　��きよこ

しらいし��ちかげ

すぎもと��かずこ

055（263）0333

0553（47）1305

055（262）4981

055（266）2219

0553（26）3134

委嘱期間　平成24年4月1日～平成26年3月31日

▼
規
定

○
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
（
２
５
４
㎜

×
3
0
5
㎜
）
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
切

（
２
５
４
㎜
×
3
6
5
㎜
）
で
合
成

処
理
加
工
の
し
て
い
な
い
本
人
撮
影

の
も
の
。
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
も
の
も
可
。

○
平
成
21
年
9
月
1
日
以
降
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
。

▼
各
賞
と
商
品

○
県
知
事
賞
　
賞
状
お
よ
び
賞
金
5
万

円
と
特
産
農
産
物

○
審
査
委
員
長
賞
　
賞
状
お
よ
び
賞
金

4
万
円
と
特
産
農
産
物

○
農
政
部
長
賞
　
賞
状
お
よ
び
賞
金
3

万
円
と
特
産
農
産
物

▼
応
募
締
切
　
11
月
30
日
（
金
）
当
日
消

印
有
効

▼
応
募
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
県
農
政
部
耕
地
課
へ
送

付
。
ま
た
は
、
山
梨
県
カ
メ
ラ
商
組

合
加
盟
店
（
写
真
店
）
へ
の
持
ち
込

み
も
可
。
申
込
用
紙
は
市
農
林
振
興

課
、
各
市
立
図
書
館
、
農
産
物
直
売

所
、
石
和
温
泉
駅
等
に
備
え
て
い
ま

す
。

■
問
合
せ
先
　
県
耕
地
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
6
2
7

　
韓
国
料
理
研
究
家
　
金
純
子
先
生
に

よ
る
第
2
回
韓
国
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
2
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
チ
ェ
ン
バ
ン
ク
ッ
ス
（
そ

う
め
ん
）
・
カ
ジ
ネ
ン
チ
ェ
（
ナ
ス

の
冷
菜
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
人
　
2
0
0
0
円
（
材

料
・
講
師
代
含
む
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
込
方
法
　
8
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
身
体
障
害
者
相
談
員
お
よ
び
知
的
障

害
者
相
談
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

県
が
委
嘱
し
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら

住
民
に
最
も
身
近
な
行
政
主
体
で
あ
る

市
町
村
が
、
身
体
障
害
者
相
談
員
お
よ

び
知
的
障
害
者
相
談
員
へ
の
委
託
に
よ

る
相
談
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
市
で
は
、
身
近
な
地
域

で
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
家
族
の

目
線
に
立
っ
た
相
談
援
助
を
担
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
14
名
の
方
々
を

市
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者

相
談
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
に
関
わ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活
上
の

心
配
ご
と
、
就
学
・
就
職
等
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
�
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の

永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
な
ど
、
次
の
要

件
等
を
満
た
し
て
い
る
父
母
等
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
要
件

○
父
ま
た
は
母
（
養
育
者
）

・
対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
る
。

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
。

○
対
象
児
童

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
。

・
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
て
い
な
い
。

・
児
童
福
祉
施
設
等
の
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
。

・
20
歳
未
満
で
次
の
障
が
い
程
度
で
あ

る
。

○
対
象
児
童
の
障
が
い
程
度

　
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
お

お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
が
、
原
則

と
し
て
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
り
認

定
し
ま
す
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
場
合
、
診
断
書
を
省
略
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
当
1
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
1
級
･
2

級
程
度
に
該
当
す
る
方

・
療
育
手
帳
「
A
│
1
、
A
│
2
a
、

A
│
2
b
」
程
度
の
知
的
障
が
い
、

ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
が
い
の
あ

る
方

手
当
2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
3
級

程
度
（
下
肢
機
能
障
害
等
は
一
部
4

級
程
度
ま
で
）
に
該
当
す
る
方

・
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る

程
度
の
知
的
障
が
い
、
ま
た
は
同
程

度
の
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

▼
支
給
制
限
　
手
当
を
請
求
す
る
方
（
原

則
は
父
）
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者
も

し
く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
金
額
以
上
あ
る
と
き
は
、
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
手
当
額
（
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
）

○
1
級
　
月
額
�
5
万
4
0
0
円

○
2
級
　
月
額
�
3
万
3
5
7
0
円

▼
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
記
載
さ
れ
た

戸
籍
謄
本

○
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

○
所
定
の
診
断
書
（
用
紙
は
福
祉
事
務

所
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

○
そ
の
他
必
要
な
書
類

　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格

者
は
、
8
月
13
日
（
月
）
か
ら
9
月
7

日
（
金
）
ま
で
の
間
「
所
得
状
況
届
」

（
前
年
〔
平
成
23
年
中
〕
の
所
得
状
況
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

に
提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当
の
支
給

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
で

永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
要

す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
支
給
要
件

○
該
当
す
る
障
が
い
程
度

・
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
（
視

力
･
聴
覚
障
害
な
ど
一
部
2
級
）
程

度
の
重
複
障
が
い
が
あ
る
方

・
最
重
度
程
度
の
知
的
障
が
い
や
同
程

度
以
上
の
精
神
障
が
い
が
あ
る
方

※
障
が
い
程
度
に
よ
り
、
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
施
設
等
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
入
院
（
３
カ
月
以
上
継
続
）
し
て
い

な
い
こ
と

▼
手
当
月
額
　
2
万
6
2
6
0
円

※
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
永
続
す

る
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未

満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
要
件

○
該
当
す
る
障
が
い
程
度

・
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
が
1
級

程
度
（
両
手
指
欠
損
な
ど
一
部
の
2

級
）
に
該
当
す
る
方

・
療
育
手
帳
が
A
│
2
a
程
度
の
知
的

障
が
い
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
精

神
障
が
い
の
あ
る
方

※
障
が
い
程
度
に
よ
り
、
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
児
童
の
年
齢
が
3
歳
未
満
の
場
合
は
、

支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
障
が
い
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
（
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
も
含
む
）

▼
手
当
月
額
　
1
万
4
2
8
0
円

※
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、
8

月
13
日
（
月
）
か
ら
9
月
7
日
（
金
）
ま
で

の
間
「
所
得
状
況
届
」
（
前
年
〔
平
成

23
年
中
〕
の
所
得
状
況
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1



心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

▼
テ
ー
マ
　
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心

の
輪
―
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ

う
―
（
題
名
は
自
由
）

▼
資
格
　
小
学
生
以
上
（
特
別
支
援
学

校
の
小
学
部
、
中
学
部
お
よ
び
高
等

部
の
児
童
生
徒
を
含
む
）

▼
部
門
　
小
学
生
部
門
、
中
学
生
部
門

お
よ
び
高
校
生
・
一
般
部
門
の
3
部

門
（
作
品
は
未
発
表
の
も
の
1
編
に

限
り
ま
す
）

▼
内
容
　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
つ
づ

っ
た
も
の

▼
規
格

○
原
則
と
し
て
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

（
B
4
判
縦
書
き
）
を
使
用

○
小
・
中
学
生
部
門
に
つ
い
て
は
2
〜

4
枚
程
度
、
高
校
生
・
一
般
部
門
に

つ
い
て
は
4
〜
6
枚
程
度

障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

▼
テ
ー
マ
　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
誰
も
が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全

に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
（
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
人
な
ど

も
含
め
、
皆
が
互
い
の
違
い
を
認
め
、

支
え
あ
う
社
会
に
つ
い
て
描
く
事
も
可
）

▼
資
格
　
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
（
特

別
支
援
学
校
の
小
学
部
お
よ
び
中
学

部
児
童
生
徒
を
含
む
）

▼
用
途
　
最
優
秀
賞
に
選
定
し
た
作
品

1
点
を
内
閣
府
が
作
成
す
る
「
障
害

者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
の
原
画
と
し

て
使
用
し
ま
す
。

▼
部
門
　
小
学
生
部
門
お
よ
び
中
学
生

部
門
の
2
部
門
（
作
品
は
未
発
表
の

も
の
1
点
に
限
り
ま
す
）

▼
内
容
　
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
の

促
進
等
を
後
押
し
し
、
障
が
い
の
あ

る
人
と
な
い
人
の
間
の
相
互
理
解
を

促
進
す
る
も
の
と
し
、
次
の
点
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
生
部
門
に
お
い
て
は
、
造
形
的

表
現
で
訴
え
る
も
の
と
し
、
標
語
そ

の
他
の
文
字
を
入
れ
な
い
。

・
中
学
生
部
門
に
お
い
て
は
、
標
語
そ

の
他
の
文
字
を
入
れ
る
こ
と
は
差
し

支
え
な
い
が
「
12
月
3
日
〜
9
日
は

障
害
者
週
間
」
の
標
語
は
、
使
用
し

な
い
。

▼
規
格
　
画
用
紙
の
B
3
判
（
横
３
６

４
㎜
×
縦
５
１
５
㎜
）
ま
た
は
四
つ

切
り
サ
イ
ズ
（
横
３
８
２
㎜
×
縦
５

４
２
㎜
）
を
使
用
し
、
こ
れ
に
満
た

な
い
作
品
は
、
B
3
判
ま
た
は
四
つ

切
り
の
大
き
さ
の
台
紙
に
貼
付
す
る
。

な
お
、
作
品
は
縦
位
置
（
縦
長
）
の

み
と
す
る
。
（
彩
色
画
材
は
自
由
）

▼
募
集
期
間
　
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
と
も

に
8
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
既
成
の
作
品
並
び
に
写
真
等
を
資
料

と
し
て
使
用
し
な
い
。

※
表
彰
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
目
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
日
時
　
8
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で

▼
場
所
　
県
立
盲
学
校

▼
相
談
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
県
立
盲
学
校
　

�
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

　　
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
視
覚
障
が
い

の
方
に
、
様
々
な
情
報
を
朗
読
に
よ
り

提
供
す
る
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
朗
読
に
興
味
が
あ
る
市
内

在
住
の
方
、
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

で
声
の
広
報
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方

▼
日
時
　
9
月
4
日
（
火
）
〜
12
月
4
日

（
火
）
毎
週
火
曜
日
（
9
月
18
日
、
10

月
9
日
は
休
講
で
す
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

▼
講
師
　
有
泉
春
枝
氏

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お

よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰

労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
請
求
期
限
　
平
成
25
年
3
月
31
日

■
問
合
せ
先
　
総
務
省
大
臣
官
房
総
務

課
管
理
室
　
業
務
担
当

　
☎
0
3
（
5
2
5
3
）
5
1
8
2

　
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
お
よ
び
増
進

と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
日
程
　
9
月
29
日
（
土
）

▼
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
ほ
か

▼
参
加
資
格
　

　
県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
の
男
女
（
平

成
24
年
9
月
1
日
現
在
）

▼
募
集
種
目

ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
テ

ニ
ス
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
（
ラ
リ
ー
・
ダ
ブ
ル
ス
）・

ペ
タ
ン
ク
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
種
目
に
よ

り
募
集
人
員
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
申
込
方
法

　
　
8
月
13
日
（
月
）
ま
で
に
高
齢
福
祉

課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
で
も

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
高
齢
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
無
理
な
く

楽
し
い
身
体
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
健

康
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
60
歳
以
上
の
市
民

▼
日
時
　
9
月
20
日
（
木
）
・
27
日
（
木
）
、

10
月
11
日
（
木
）
・
18
日
（
木
）
・
25
日

（
木
）
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

○
9
月
　
市
清
流
公
園
芝
生
広
場

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
市
清
流
館
）

○
10
月
　
御
坂
キ
ッ
ズ
広
場

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
御
坂
体
育
館
）

▼
内
容
　
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
普
及

コ
ー
チ
、
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
に

よ
る
軽
運
動
な
ど

▼
定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間
　
8
月
1
日
（
水
）
〜
31
日

（
金
）（
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

▼
費
用
　
5
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料

代
）
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
5
月
25
日
、
地
域
助
け
・
人
助
け
を

目
的
に
「
ふ
え
ふ
き
男
衆
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅

の
枝
切
り
、
障
が
い
者
宅
の
引
越
し
の

お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
特
技
や
技
術
を
生
か
し
、
困
り
ご
と

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
の
目
的

に
賛
同
し
、
活
動
を
希
望
さ
れ
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
男
性
の
力
を
借
り
た
い
」
「
こ

ん
な
『
困
り
ご
と
』
が
あ
る
」
と
い
っ

た
方
は
、
一
度
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
員
で
で
き
る
こ
と
は
、
活
動
に
つ
な

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
男
衆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

事
務
局
　
川
口

☎
0
9
0
（
2
6
3
9
）
0
2
9
7

　
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
・
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
ま
た
は
家
族
の
方

○
夜
眠
れ
な
い
。
　
○
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

○
妊
娠
や
育
児
を
通
し
て
不
安
が
強
い
。

○
人
の
名
前
な
ど
を
し
ば
し
ば
思
い
出

せ
な
い
。

○
自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
。

○
外
出
し
た
り
、
人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た
。

○
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
。

○
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味

や
関
心
が
な
く
な
っ
た
。

○
以
前
よ
り
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
　
な
ど

▼
日
時
　
9
月
10
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
医

　
あ
お
ぞ
ら
診
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

根
本
直
幸
先
生

▼
申
込
方
法
　
9
月
6
日
（
木
）
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
6
月
1
日
付
け
で
、
次
の
方
が
民
生

委
員
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

鈴
木
達
也
（
石
和
町
市
部
地
区
）

土
橋
　
武
（
石
和
南
小
地
区
主
任
児
童

委
員
）

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

お
と
こ
し



　
楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、

温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
心
も
体
も
元

気
に
な
る
講
座
で
す
。

　
受
講
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
心
や
身

体
の
癒
し
が
実
感
で
き
た
、
ス
ト
レ
ス

解
消
が
で
き
た
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
血
糖
値
・
体
脂
肪
率
・
血
圧

値
が
改
善
し
た
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
運
動
の
楽
し
さ
、
温
泉
の
効
果
を
一

緒
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

「
産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
コ
ー
ス
I
」

　
育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体

操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
妊

娠
で
増
え
た
体
重
や
体
脂
肪
率
を
減
ら

し
た
い
、
育
児
に
よ
る
腰
痛
・
肩
こ
り
・

疲
労
な
ど
を
体
操
と
温
泉
で
解
消
し
た

い
、
骨
盤
底
筋
群
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

骨
格
の
ケ
ア
を
し
た
い
方
に
最
適
で
す
。

▼
対
象
　
出
産
後
6
カ
月
を
経
過
し
て

い
る
市
民

▼
日
時

　
10
月
1
日
（
月
）
・
15
日
（
月
）
・
29
日

（
月
）
、
11
月
12
日
（
月
）
・
26
日
（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所
　
な
ご
み
の
湯

▼
講
師
　
半
田
美
恵
子
氏
（
社
会
体
育

指
導
員
）
、
保
健
師
　
ほ
か

▼
内
容
　
「
骨
盤
底
筋
体
操
・
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
毎
回
実
施
し
な
が

ら
、
温
泉
の
入
り
方
・
食
事
バ
ラ
ン

ス
・
女
性
特
有
の
疾
病
予
防
・
う
つ

予
防
・
タ
バ
コ
の
害
な
ど
の
ミ
ニ
講

話
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
（
事
前
に
申
込

が
必
要
で
す
）
講
座
終
了
後
に
温
泉

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円

「
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス
I
」

　
厚
生
労
働
大
臣
認
定
健
康
増
進
施
設

ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
を

利
用
し
た
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

と
15
種
類
の
浴
槽
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス

で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を
解
消

し
た
い
、
膝
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
シ

ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
な
ど
に
お
す

す
め
し
ま
す
。

▼
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
市

民
※
医
師
に
運
動
や
温
泉
入
浴
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
22
日（
月
）、11
月
6
日（
火
）・

20
日
（
火
）
、
12
月
3
日
（
月
）・
17
日
（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

※
講
座
前
後
に
血
液
検
査
を
実
施
し
ま

す
。【
10
月
16
日
（
火
）
と
12
月
19
日
（
水
）
】

▼
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

▼
講
師
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
温
泉
利
用

指
導
者
、
水
中
運
動
指
導
士
、
保
健

師
、
管
理
栄
養
士

▼
内
容
　
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

を
中
心
に
「
血
液
検
査
（
希
望
者
に

脂
質
異
常
症
と
糖
尿
病
の
検
査
を
し

ま
す
）
」
「
心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
す

る
温
泉
活
用
術
」
「
体
力
測
定
・
ク

ア
ロ
ビ
ク
ス
」
「
『
食
習
慣
』
ち
ょ
っ

と
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
「
あ
な

た
は
大
丈
夫
!?
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
」
「
メ
タ
ボ
対
策
に
効
果
的
な
ク

ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
」

※
講
座
の
期
間
中
に
使
え
る
ク
ア
ハ
ウ

ス
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
（
多
目
的
温
泉
）

利
用
券
と
公
営
温
泉
利
用
券
（
な
ご

み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、
も
も
の
里

温
泉
）
を
発
行
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

明るいバーデゾーン（多目的温泉）でクアロビクスをする参加者

「
健
康
増
進
コ
ー
ス
I
」

　
簡
単
な
脂
肪
燃
焼
運
動
を
し
な
が
ら
、

受
講
期
間
中
繰
り
返
し
使
え
る
公
営
温

泉
利
用
券
を
使
っ
て
効
果
的
に
入
浴
を

し
ま
し
ょ
う
。
去
年
の
講
座
で
は
、
約

6
割
の
方
の
体
重
が
減
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
講
座
は
夜
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▼
日
時
　
10
月
15
日
（
月
）
・
22
日
（
月
）
・

29
日
（
月
）
、
11
月
5
日
（
月
）
・
19
日

（
月
）
・
26
日
（
月
）
、
12
月
3
日
（
月
）
・

10
日
（
月
）

�
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

※
血
液
検
査
日
を
、
10
月
11
日
（
木
）
、
12

月
6
日
（
木
）
に
実
施
し
ま
す
。

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
株
式
会
社
A
R
C
A
山
梨
健

康
運
動
指
導
士
　
ほ
か

▼
内
容
　
「
血
液
検
査
（
希
望
者
に
脂

質
異
常
症
と
糖
尿
病
の
検
査
を
し
ま

す
）
」
「
温
泉
の
入
り
方
」
「
簡
単
な

脂
肪
燃
焼
運
動
」
「
運
動
と
ダ
イ
エ

ッ
ト
」
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
生
活
・

食
事
・
運
動
・
歯
に
関
す
る
プ
チ
講

座
」

※
講
座
の
期
間
中
に
使
え
る
公
営
温
泉

利
用
券
（
な
ご
み
の
湯
、
み
さ
か
の

湯
、
も
も
の
里
温
泉
）
を
発
行
し
ま

す
。

※
温
泉
の
中
で
の
運
動
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
0
円

▼
申
込
締
切
　
8
月
31
日
（
金
）

※
申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
受
講
を
希
望
す
る
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
申
し

込
み
後
、
通
知
し
ま
す
。

※
8
月
に
募
集
す
る
講
座
以
外
に
「
産

後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
コ
ー

ス
Ⅱ
」
「
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス
Ⅱ
」

を
来
年
の
1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
、

開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
2

石和保健福祉センターで脂肪燃焼運動をする参加者

【作り方】

1��桃は皮をむいて、みじん切りにする。

2��①の桃を鍋に入れ、中火で20分煮る。

3� ②に砂糖・レモン汁を入れ、水けがなくなるまで煮詰

める。

4� ジャガイモは皮をむき、竹串が通るくらいの柔らかさ

にレンジで5分加熱する。

5� ④を熱いうちにつぶし、バターを入れて手でまとまる

くらいのかたさにする。

6� ⑤の生地の中に③を入れて団子のように丸くし、フラ

イパンで軽くこげめがつく程度焼く。

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎055（261）1901

材　料（4人分）
桃�……………………�４個
砂糖�……………�大さじ４
レモン汁�………�大さじ１

ジャガイモ�……�４個
バター�…………�適量

　夏本番。１年のうちで最も水分を多
くとる季節です。暑い時の冷たい水分
は、生き返るようにおいしく感じられ
ますが、一度に冷たい飲み物で胃腸を
冷やしすぎると、消化も吸収も鈍くな
ります。ご注意を

冷たい飲み物にご用心



ふれあい動物園が
やってくるよ♪た
くさんのコーナー
にあそびに来てね！

�

地
域
の
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た

「
第
8
回
　
ふ
え
ふ
き
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
未
就
園
児
を
も
つ
市
内
在
住

の
親
子

▼
日
時
　
9
月
13
日
（
木
）

受
付
　
午
前
10
時
〜
正
午
（
イ
ベ
ン

ト
終
了
�
午
後
2
時
）

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

〇
子
育
て
支
援
団
体
に
よ
る
あ
そ
び
の

コ
ー
ナ
ー

〇
子
育
て
相
談
、
食
育
相
談

○
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
相
談

○
託
児
施
設
、
病
児
保
育
事
業
所
の
紹
介

○
ふ
れ
あ
い
動
物
園
　
『
い
ち
に
ち
動

物
村
』
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
移
動
動
物

園
で
す
。
動
物
の
正
し
い
扱
い
方
を

学
び
な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
ふ
れ
あ
い
動
物
園
へ
の
入
園
に
は
、

入
園
券
が
必
要
で
す
。
当
日
受
付
に

て
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
『
あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
』

と
『
相
談
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
』
の
両

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
入
園
券

と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
は
天
候

に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
乳
幼
児
の
身
の
回
り
品
（
オ

ム
ツ
・
飲
み
物
　
な
ど
）

▼
申
込
締
切
　
8
月
31
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
次
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
笛
吹
つ
ど
い
の
広
場
（
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y
�
�
S
p
a
c
e
�
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
）

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
０
２
１
８

○
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
（
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y
�
�
S
p
a
c
e
�
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
）

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

○
き
っ
ず
み
さ
か
（
N
P
O
法
人
　
み

ん
な
の
楽
校
あ
っ
ぷ
る
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8

○
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
（
N
P
O
法
人
�

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
笛
吹
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

○
わ
か
ば
保
育
園
（
社
会
福
祉
法
人
�

わ
か
ば
福
祉
会
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
8
0

■
問
合
せ
先

児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当
　
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

▼
対
象
　
未
就
学
児
の
親
子
　
30
組

（
先
着
順
）
な
お
、
講
演
会
中
は
、

同
室
で
ス
タ
ッ
フ
と
中
高
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
お
子
さ
ん
と
遊
び
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
2
日
（
木
）

受
付
　
10
時
15
分
か
ら

開
会
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
集
会
室

▼
講
師
　
栗
田
真
司
氏
（
山
梨
大
学
　

教
育
人
間
科
学
部
教
授
）

※
テ
ー
マ
「
子
ど
も

の
心
を
育
て
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
絵
本
を
読
ん
だ
後
、
絵
本
の
中
に
登

場
し
た
ダ
ン
ス
を
親
子
で
踊
り
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

15
組
　
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
8
月
28
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
ホ

ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内

履
き

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
笛
吹
の
避
暑
地
、
黒
坂
の
自
然
の
中

で
子
育
て
中
の
家
族
同
士
、
思
い
き
り

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
会
員
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
0
才
〜
未
就
園
児
と
保
護
者

　
25
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
8
月
26
日
（
日
）

集
合
　
午
前
9
時

（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
）

開
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
�
黒
坂
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

▼
内
容
　
川
あ
そ
び
、
魚
を
つ
か
ま
え

て
焼
い
て
た
べ
よ
う
、
森
の
あ
そ
び

▼
参
加
費
　
大
人
1
0
0
0
円
（
未
就

園
児
無
料
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
ぬ
れ
て
も
よ
い
服

お
よ
び
靴
・
飲
み
物
・
カ
レ
ー
用
ス

プ
ー
ン

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
市
で
は
、
日
曜
・
祝
日
に
保
護
者
の

就
労
等
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な

い
方
を
対
象
に
、
休
日
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
実
施
保
育
所
　
市
立
石
和
第
三
保
育

所
（
石
和
町
中
川
3
3
0
）

※
石
和
第
三
保
育
所
に
通
園
し
て
い
な

い
児
童
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
開
所
日
　
毎
週
日
曜
日
・
祝
日

▼
保
育
時
間
　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時

▼
保
育
料
金
（
一
日
当
た
り
）

○
2
歳
以
下
の
児
童
　
2
0
0
0
円

○
3
歳
の
児
童
　
　
　
1
7
0
0
円

○
4
歳
以
上
の
児
童
　
1
5
0
0
円

○
別
途
お
や
つ
代
�
�
�
1
0
0
円

▼
そ
の
他
　
昼
食
は
お
弁
当
持
参
と
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
第
三
保
育
所
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
0
6
1

　
毎
年
、
県
内
を
巡
回
公
演
（
影
絵
、

大
型
紙
芝
居
、
ダ
ン
ス
な
ど
）
を
し
て

い
る
都
留
文
科
大
学
生
が
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
に
訪
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

お
よ
び
小
学
生

▼
日
時
　
8
月
11
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
ホ

ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料
�
▼
持
ち
物
　
昼
食

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
未
就
学
児
の
親
子
を
対
象
に
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
、
フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
を
使
っ

た
運
動
を
行
う
親
子
運
動
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
3
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

館
　
ア
リ
ー
ナ

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間
　

　
8
月
1
日
（
水
）
〜
9
月
21
日
（
金
）

女
性
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
託
児
な
し
）

　
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
女
性
を
対
象

に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
使
っ

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
5
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

館
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間

　
8
月
1
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

■
申
込
方
法
　
親
子
運
動
教
室
・
女
性

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
（
親
子
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

Ｅ
メ
ー
ル
�s

p
o
r
t
s
-
s
h
in
k
o
u
@

　c
it
y
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

　
栄
養
士
に
よ
る
幼
児
食
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
食
べ
や
す
い
調

理
の
工
夫
や
、
好
き
嫌
い
解
消
メ
ニ
ュ

ー
を
作
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
声

○
調
理
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
。

○
嫌
い
な
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
な
ど

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
お
子
さ
ん
が

1
歳
6
カ
月
か
ら
2
歳
児
の
保
護
者

※
託
児
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
5
日
（
水
）

受
付
　
9
時
30
分
〜
9
時
40
分

終
了
　
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
簡
単
調
理
・
試
食
（
保
護
者

の
み
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
（
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
名

前
を
つ
け
て
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当
　

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ほ
か
、
赤
ち
ゃ
ん

の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
金
）・
24
日
（
金
）

31
日
（
金
）
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
で
3
0
0
0
円

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y
�
�
S
p
a
c
e
�
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8



通　年

ワクチン

生ワクチン
（ウイルスを弱毒化したもの）

不活化ワクチン
（ウイルスを殺したもの）

接種方法

経口接種
（口から飲む)

皮下接種
（皮下に注射）

接種回数

2回

4回

接種場所

石和保健福祉センター
（集団接種）

各契約医療機関
（個別接種）

接種時期

春・秋

9月
以降

従�来

通　年

通　年

ワクチン

四種混合ワクチン

接種方法

皮下接種
（皮下に注射）

皮下接種
（皮下に注射）

接種回数 接種場所

各契約医療機関
（個別接種）

各契約医療機関
（個別接種）

接種時期

9月
以降

11月
以降
（予定）

三種混合ワクチン

不活化ポリオワクチン

４回

４回

４回

■問合せ先　健康づくり課　母子保健担当　☎�055（261）1901

　児童手当を受給している方は「現況届」の提出が必要です。

現況届の対象となる方には用紙を送付しましたが、まだ提出さ

れていない方は至急提出をお願いします。

　現況届が提出されない場合、6月以降の手当が停止されますの

でご注意ください。

■問合せ先　児童課　児童家庭担当　☎�055(261)1904

1�ポリオ（急性灰白髄炎）予防接種
　ポリオの定期予防接種については、9月から次

のとおり変更となります。

２�四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、
　�不活化ポリオ）予防接種
　四種混合予防接種が、11月頃、定期予防接種とし

て導入される予定です。これまでの三種混合（ジフ

テリア、百日せき、破傷風）予防接種と不活化ポリ

オ予防接種を合わせたものです。

　四種混合予防接種の導入以降は、新たな接種対象

者に対しては四種混合予防接種の予診票を郵送する

予定です。

※４回目の不活化ワクチン接種については、
平成25年１月頃、定期予防接種として導
入される予定です。それまでは任意接種
扱いとなり費用は自己負担となります。
※秋に予定されていた石和保健福祉センタ
ーでの集団接種は行われません。
※生ワクチンを1回接種している方は、不活
化ワクチンを3回接種することになります。
※未接種の方には今月中に個別予防接種の
予診票を郵送します。（一部ご連絡済みの
方を除きます）

※三種混合予防接種の対象年齢（生後3
カ月）に達したお子さんが、四種混合
予防接種の導入まで接種を控えること
はお奨めできません。百日せきを予防
するためにも早めに三種混合予防接種
を受けてください。

　
現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
す

る
方
に
「
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方

も
、
受
給
資
格
継
続
の
た
め
必
ず
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間

　
8
月
3
日
（
金
）
〜
7
日
（
火
）

※
8
月
4
日
（
土
）
、
5
日
（
日
）
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
期
間
中
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

は
8
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
受
付
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
提
出
場
所

�
市
役
所
　
南
館
　
1
階
　
大
会
議
室

※
8
月
4
日
（
土
）
、
5
（
日
）
は
市
役
所

（
南
館
）
児
童
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
毎
年
8
月
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
の
更
新
月
で
す
。
現
在
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
平
成

23
年
度
は
所
得
税
課
税
の
た
め
非
該
当

と
な
っ
た
方
で
、
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
7
月
末
に
更
新
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
要
件

○
ひ
と
り
親
な
ど
で
住
所
が
市
内
に
あ

り
、
平
成
24
年
度
の
所
得
税
が
、
非

課
税
の
方

※
所
得
税
が
課
税
の
場
合
で
も
、
所
得

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
お
よ
び
16
歳
以
上
19
歳

未
満
の
者
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
上

乗
せ
部
分
の
廃
止
の
影
響
に
よ
り
課

税
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
な
ど
で
配
偶
者
や
扶
養
義

務
者
（
同
居
親
族
）
の
平
成
23
年
中

の
所
得
が
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の

扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
額
未
満
の

方
▼
申
請
期
間
　

　
8
月
3
日
（
金
）
〜
7
日
（
火
）

※
8
月
4
日
（
土
）
、
5
日
（
日
）
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
期
間
中
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

は
8
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
受
付
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
申
請
場
所

　
市
役
所
　
南
館
　
1
階
　
大
会
議
室

※
8
月
4
日
（
土
）
、
5
（
日
）
は
市
役
所

（
南
館
）
児
童
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
市
で
は
農
繁
期
を
迎
え
、
農
作
業
車

（
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
が

絡
む
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
低
速
で

走
行
し
て
い
る
農
作
業
車
が
車
に
追
突

さ
れ
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
に
ご
留
意
を

　
農
作
業
車
を
運
転
す
る
人
は
、
早
朝
、

夕
暮
れ
時
に
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
反

射
材
を
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
確
認
で
き
る

位
置
に
張
る
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
次
の
点
に
気
を

つ
け
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
業
時
は
作
業
内
容
に
あ
っ
た
服
装

を
す
る
。

○
ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
時
に

は
注
意
す
る
。

○
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

○
点
検
・
整
備
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

す
る
。

○
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解

す
る
。

○
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
、
目
印
等
で

目
立
た
せ
る
。

○
で
き
る
限
り
、
1
人
で
の
作
業
は
さ

け
る
。

あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、
安
全
作
業

　
ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
、
重
大
な
事
故

を
起
こ
し
ま
す
。
無
理
を
し
な
い
で
安

全
作
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小

型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
含
む
）

を
所
有
す
る
場
合
に
は
市
の
標
識
（
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
と
は
…

①
特
殊
自
動
車
　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等

②
農
耕
作
業
車
　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
・

農
業
用
薬
剤
散
布
車
（
S
S
）
等

（
自
動
車
共
済
な
ど
の
任
意
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

■
問
合
せ
先

・
農
業
に
関
す
る
こ
と
…
農
林
振
興
課

・
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
…
市
民
活

動
支
援
課

・
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊

自
動
車
の
標
識
に
関
す
る
こ
と
…
税

務
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
平
成
19
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
19
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
、

次
の
い
ず
れ
か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
が
行
わ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

※
新
築
軽
減
と
同
時
適
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

①
廊
下
の
拡
張
　
②
階
段
の
こ
う
配
の

緩
和
　
③
浴
室
の
改
良
　
④
ト
イ
レ
の

改
良
　
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け
　
⑥
床

の
段
差
の
解
消
　
⑦
引
き
戸
へ
の
取
替

え
　
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

▼
減
額
さ
れ
る
金
額
・
期
間
　
改
修
工

事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
1
年
度

分
の
税
額
を
3
分
の
1
減
額

※
1
0
0
㎡
相
当
分
ま
で
が
上
限
で
す
。

▼
申
請
要
件
　

○
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既

存
住
宅

・
賦
課
期
日
に
お
け
る
年
齢
が
65
歳
以

上
の
方

・
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者

○
補
助
金
を
除
く
自
己
負
担
額
が
30
万

円
以
上
の
も
の
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
に
直
接
関
係
の
な
い
費
用
は
含
み

ま
せ
ん
）

※
省
エ
ネ
改
修
と
併
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
1
戸

に
つ
き
1
度
の
み
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
申
請
方
法
　
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
減
額
申
告
書

○
工
事
明
細
書

○
改
修
箇
所
の
写
真

○
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し

○
補
助
金
や
介
護
保
険
法
の
給
付
な
ど

を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ら
の
交

付
決
定
通
知
書
等
の
写
し

省
エ
ネ
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
平
成
20
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
20
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
次
の
①
の
工
事
、
ま
た
は
①

と
併
せ
て
行
う
②
か
ら
④
の
省
エ
ネ

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
住
宅
（
賃
貸

住
宅
を
除
く
）

※
新
築
軽
減
と
同
時
適
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

①
窓
（
必
須
）
　
②
床
　
③
天
井
　
④
壁

※
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工
事
に
限

り
ま
す
。

※
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事
に
よ
り
、

各
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新

た
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額
・
期
間
　
改
修
工

事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
1
年
度

分
の
税
額
を
3
分
の
1
減
額

※
1
2
0
㎡
相
当
分
が
上
限
で
す
。

▼
申
請
要
件
　
前
述
の
工
事
で
工
事
費

が
30
万
円
以
上
の
も
の
（
省
エ
ネ
改

修
に
直
接
関
係
の
な
い
費
用
は
含
み

ま
せ
ん
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
併
用
で
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
減
額

は
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み
受
け
ら
れ

ま
す
。

▼
申
請
方
法
　
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
（
建

築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、
ま
た

は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行

し
た
も
の
）

○
工
事
明
細
書

○
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し

耐
震
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
昭
和
57
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
18
年
1
月
1

日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
一

定
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅

▼
減
額
さ
れ
る
金
額
・
期
間

○
改
修
家
屋
全
体
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
2
分
の
1
の
額

※
1
2
0
㎡
相
当
分
が
上
限
で
す
。

○
減
額
期
間
は
改
修
工
事
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
か
ら
工
事
完
了
時
期
に

応
じ
た
期
間
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
24
年

12
月
31
日
ま
で
に
改
修
の
場
合
、
2

年
度
分

・
平
成
25
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
に
改
修
の
場
合
、
1

年
度
分

▼
申
請
要
件
　
前
述
の
工
事
で
工
事
費

が
30
万
円
以
上
の
も
の
（
耐
震
改
修

に
直
接
関
係
の
な
い
費
用
は
含
み
ま

せ
ん
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
た
は
省
エ
ネ
改
修

の
減
額
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
　
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
笛
吹
市
、

建
築
士
、
指
定
住
宅
性
能
評
価
機
関
、

指
定
確
認
検
査
機
関
で
発
行
し
た
も

の
）

○
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
7
月
号
6
ペ
ー
ジ
「
65
歳
か

ら
の
元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
教
室
」
の

場
所
「
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
は
、

正
し
く
は
「
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス

ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
」
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

水
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
夏
期
に
は
河
川
、
用
水
路
な
ど
に
お

い
て
水
の
事
故
が
発
生
し
、
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
か
ら
8
月
中
は
、
河
川
で

の
水
遊
び
や
魚
釣
り
等
に
よ
り
県
内
で

7
件
、
28
人
の
水
難
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
時
期
は
、
集
中

豪
雨
等
で
河
川
が
増
水
し
被
害
に
遭
う

ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

水
の
事
故
か
ら
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に

▼
水
泳
や
水
遊
び
な
ど
を
行
う
場
合
に

は
、
必
ず
保
護
者
な
ど
が
付
き
添
い

監
視
す
る
。

▼
体
調
が
悪
い
と
き
や
、
危
険
区
域
の

指
定
（
警
告
）
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
絶
対
に
泳
が
せ
な
い
。

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署
　
地
域
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
8
月
3
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
8
月
19
日
（
日
）
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i

/
m
o
b
ile
/
m
o
b
ile
.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
8
月
15
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　

実
習
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員

　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
8
月
17
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
　
南
館

　
3
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
担
当
　
岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
助
成
金
を

受
け
、
一
宮
町
国
分
区

の
野
外
放
送
設
備
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
宝
く
じ
は
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

2012年6月12日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2012年6月12日※

2012年6月26日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石和町市部

御坂学校給食共同調理場

石和町

御坂・八代町

御坂町二之宮・夏目原・井之上・成田

市内

春日居町寺本

石和町今井

境川町

御坂町

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

市内公共用水域31箇所

御坂町下野原・尾山、八代町南

芦川町鶯宿

八代町奈良原　他２箇所

八代町南ほか

一宮町一ノ宮

石和町松本

市内

石和町市部

御坂町上黒駒

一宮町中尾

春日居町鎮目

石和町唐柏

一宮町東原

一宮町末木

八代町岡

¥4,900,000

¥1,070,000

¥1,280,000

¥4,600,000

¥12,000,000

¥1,450,000

¥17,000,000

¥6,200,000

¥19,500,000

¥900,000

¥1,100,000

¥2,200,000

¥860,000

¥3,000,000

¥20,000,000

¥4,800,000

¥6,600,000

¥7,200,000

¥9,100,000

¥7,400,000

¥3,000,000

¥11,500,000

¥15,000,000

¥15,000,000

¥33,000,000

¥28,200,000

¥31,000,000

¥40,000,000

有）中村ポンプ工作所

（株）日新厨房企画

（有）中央美装サービス

（株）山水コンサルタント笛吹支店

（株）カワイ

（有）須田造園

（有）住まいの高野

（株）上野建工

（有）タナカ設備

（株）フジコー

（株）小林事務機

東八防災（株）

（株）山梨県環境科学検査センター

小林建築設計事務所

陸地測量（株）山梨支社

（株）山梨技術研究所

森田測量（株）

笛吹測量（株）

（株）日昇建設

（有）末木建設

（有）荻野土建

キーチデンキ

（有）ティ・ディ・エス

（有）エルテック

（有）松山興業

（有）小林電気工業

（株）小山電気

（株）真栄電気

消防ホース・消火栓用物品購入

御坂学校給食共同調理場食器購入

笛吹市石和ふれあいゾーン及び石和橋・ポケットパ-ク清掃業務委託

下水道関連配水管布設替工事実施設計業務委託（御坂・八代）

市道1-24号線用地物件補償調査業務委託

公立保育所植栽管理業務委託

笛吹市役所春日居支所庁舎改修工事

富士見小学校汚水排水施設布設替工事

送配水管布設工事（境川1工区）

御坂中学校清掃用ロッカー等備品購入

災害対策用トイレ購入

災害備蓄食糧購入

平成24年度笛吹市内公共用水域水質検査業務委託

消防団拠点施設新設工事に係る設計及び監理

笛吹市芦川町鶯宿第2（2-2）地区1年目工程業務委託

奈良原農道改良測量設計用地調査業務委託

測量設計調査業務委託

市道3227号線測量設計業務委託

市道1542号線舗装工事

笛吹市道等除草業務委託

市道1-8号線側溝改修工事

御坂東小学校教室空調設備設置工事

一宮北小学校教室空調設備設置工事

春日居中学校教室空調設備設置工事

石和西小学校教室空調設備設置工事

一宮西小学校教室空調設備設置工事

一宮中学校教室空調設備設置工事

浅川中学校教室空調設備設置工事

¥3,680,000

¥962,692

¥694,438

¥3,770,000

¥10,700,000

¥1,390,000

¥12,750,000

¥4,836,000

¥17,550,000

¥878,000

¥792,000

¥1,880,000

¥454,000

¥2,655,000

¥19,500,000

¥3,350,000

¥4,600,000

¥5,030,000

¥8,281,000

¥3,939,000

¥2,340,000

¥9,523,809

¥12,910,000

¥11,845,000

¥27,390,000

¥24,816,000

¥26,500,000

¥32,000,000

※総合評価

　
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
飼
い
方
の

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
れ
て
い
る
か
、
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
で
き
て
い
る
項
目
に
は
「
○
」、

で
き
て
い
な
い
項
目
に
は
「
×
」
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
守
れ
て
い
な
い

項
目
が
あ
れ
ば
、
飼
い
方
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

□
①
犬
の
登
録
は
し
ま
し
た
か
。

□
②
毎
年
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て

い
ま
す
か
。

□
③
鑑
札
や
注
射
済
票
を
犬
に
着
け

て
い
ま
す
か
。

□
④
犬
マ
ー
ク
を
、
住
居
の
見
や
す

い
場
所
（
門
柱
、
玄
関
な
ど
）
に

掲
示
し
て
い
ま
す
か
。

□
⑤
犬
は
綱
や
鎖
で
つ
な
ぐ
か
、
柵

や
オ
リ
な
ど
の
囲
い
の
中
で
飼
育

し
て
い
ま
す
か
。

□
⑥
定
期
的
に
散
歩
を
し
て
い
ま
す

か
。

□
⑦
首
輪
は
ゆ
る
く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

□
⑧
適
度
な
長
さ
の
引
き
綱
を
着
け

て
い
ま
す
か
。

□
⑨
散
歩
の
際
は
、
フ
ン
を
持
ち
帰

る
袋
や
尿
を
洗
い
流
す
た
め
の
水

を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
か
。

※
①
犬
の
登
録
、
②
注
射
済
票
の
交

付
は
、
環
境
推
進
課
及
び
各
支
所

で
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

④
の
犬
マ
ー
ク
は
、
犬
の
登
録
を

行
う
際
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
犬
と
上
手
に
つ
き

あ
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
、
お
話
を
聞

き
に
き
ま
せ
ん
か
。

参
加
ご
希
望
の
方
は

事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
8
月
18
日（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所
　
甲
州
市
勝
沼
市
民
会
館

　
2
階
　
大
会
議
室

▼
講
師
　
藤
井
聡
先
生
（
㈱
オ
ー
ル
ド

ッ
グ
セ
ン
タ
ー
専
務
、
全
犬
種
訓
練

学
校
責
任
者
、
付
属
訓
練
士
養
成
学

校
教
頭
）

ペ
ッ
ト
の
熱
中
症
対
策

・
散
歩
は
暑
い
日
中
を
避
け
て
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
は
な
く
草
や
土
の
上
を

歩
か
せ
る
。

・
常
に
十
分
な
水
分
補
給
が
で
き
る
環

境
に
し
て
お
く
。

・
留
守
に
す
る
際
は
換
気
に
注
意
す
る
。

　
今
年
も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
飼
い
主
さ
ん
が
十
分
な
対
策
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
環
境
推
進
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
今
夏
、
電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
る
た

め
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
エ
ア
コ
ン
の
室
温
を
28
℃
に
す
る
。

○
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を
消

し
、
扇
風
機
を
使
用
す
る
。
（
熱
中
症

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

○
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す
。

○
テ
レ
ビ
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す

る
。
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、
必
要
な

時
以
外
は
消
す
。

　
こ
れ
以
外
の
節
電
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、

詳
し
く
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.se
tsu
d
e
n
.g
o
.jp
/

　
県
で
は
、
今
夏
の
節
電
対
策
の
一
環

と
し
て
、
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
既

に
実
践
し
て
い
る
節
電
の
自
慢
の
取
り

組
み
や
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
節
電
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
ユ
ニ

ー
ク
な
取
り
組
み
や
効
果
的
な
取
り
組

み
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
抽
選
で
エ
コ
グ
ッ
ズ
（
マ
イ

箸
セ
ッ
ト
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
節
電
自
慢
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
「
わ
が

家
の
節
電
自
慢
」
を
検
索
）

▼
応
募
期
間
　
8
月
17
日
（
金
）
ま
で

日　程

増　田

北

南

8月15日（水）

地　区

竹　居 花鳥小跡地

北部共選所

増田営農センター

八代支所前駐車場 午前６時～７時30分

午前６時～７時

場　所 時　間

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食

油はバイオディーゼル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。８月は八代

地区で実施しますので、ご家庭に廃食油があれば、ペットボトルなどの透明な容

器に入れてお持ちください。

　日時・場所　

　回収する油の種類　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）

○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。

○天かすなどは取り除いてください。

○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

　
家
庭
の
可
燃
ご
み

中
に
占
め
る
生
ご
み

の
比
率
は
大
き
な
も

の
で
す
。
市
で
は
生

ご
み
の
減
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
た

め
の
助
成
・
補
助
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
補
助
金

　
家
庭
用
の
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
、

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
、
E
M
バ
ケ
ツ
の
購

入
費
用
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

（
補
助
金
額
は
購
入
費
用
の
1
／
2

以
内
、
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
あ
り
）

○
ボ
カ
シ
製
造
団
体
助
成

　
E
M
菌
を
使
っ
た
堆
肥
づ
く
り
に

取
り
組
む
登
録
団
体
（
一
団
体
5
人

程
度
）
に
対
し
、
ボ
カ
シ
製
造
の
た

め
の
材
料
に
つ
い
て
助
成
を
行
い
ま

す
。
○
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
堆
肥
づ
く
り
モ

ニ
タ
ー
募
集

　
身
近
な
材
料
で
作
っ
た
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
で
家
庭
の
生
ご
み
を
堆
肥
化
し

て
い
た
だ
き
、
感
想
等
を
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
希
望
者
に

は
材
料
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
と
腐
葉
土
）

を
提
供
し
、
作
り
方
を
ご
説
明
し
ま

す
。
　
詳
し
く
は
環
境
推
進
課
　
ご
み
減

量
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
し



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　市教育委員会では、親子の交流を深めてもらうことを目的に、自然体験教室「山梨百名山

黒岳��親子でトレッキング！」を、市内各地から親子11組25人の参加のもと実施しました。

　目指した黒岳は標高1,793m。途中で見つけた珍しい花や植

物の名前を書いた札を立て、写真を撮り、アップダウンのある

コースを親子で話をしながら歩きました。頂上直前では急な上

り坂に挑戦しました。子どもより親のほうが大変そうでした。

　すずらん畑駐車場から約２時間かかった頂上で、富士山や河

口湖を見渡しながら食べたお弁当は格別でした。食後には竹で

「紙だまでっぽう」を作り、飛ばしっこをして楽しみました。

その後、急な下り坂をけがもなく全員無事に下山しました。

　参加した保護者の方は、「子どもとふれあう機会が少ないの

で、今日は一緒に行動でき、貴重な時間が持ててよかった」

と嬉しそうに話していました。

　市教育委員会では、事業を開催する際には下見を実施し、危

険箇所の改修を行い、参加者の安全を図りながら実施していま

す。これからも、この様な親子でふれあう機会を作っていきた

いと考えています。多くの親子の皆さんの参加をお待ちしてい

ます。

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め
の

初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
8
月
11
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
聴
講
無
料
。
た
だ
し
要
申
し
込
み
。

　
お
手
持
ち
の
古
文
書
に
つ
い
て
の
相

談
を
承
り
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
11
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
会
場
　
体
験
学
習
室

※
申
し
込
み
、
相
談
無
料
（
事
前
連
絡

が
あ
れ
ば
、
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
と
な

り
ま
す
）

※
古
文
書
の
全
文
解
説
や
、
資
料
の
鑑

定
な
ど
お
受
け
で
き
な
い
内
容
も
あ

り
ま
す
。

　
夏
ま
つ
り
で
は
、
う
ち

わ
作
り
等
の
工
作
や
、
水

鉄
砲
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
つ
か

み
取
り
体
験
な
ど
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
夏

の
一
日
を
博
物
館
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
8
月
14
日
（
火
）
・
15
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
会
場
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー
ほ
か

※
参
加
は
無
料
。
申
し
込
み
は
不
要
（
内

容
に
よ
り
、
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

　
西
湖
に
お
け
る
最
新
の
研
究
と
、
田
沢

湖
で
の
関
わ
り
の
歴
史
か
ら
、
ク
ニ
マ
ス

と
の
好
ま
し
い
関
わ
り
方
を
考
え
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
19
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
講
師
　
中
坊
徹
次
氏
（
京
都
大
学
総

合
博
物
館
教
授
）
、
三
浦
久
氏
（
田

沢
湖
に
命
を
育
む
会
）

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
申
し
込
み
不
要
・
聴
講
無
料

　
自
分
で
作
っ
た
魚
を
つ
っ
て
み
よ
う
。

▼
日
時
　
8
月
26
日
（
日
）

　
午
前
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
会
場
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー

※
申
し
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

�
作
品
は
当
日
持
ち
帰
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
5
・
12
・
19
・
26
日

　
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

受
付
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
1
時
〜
3
時

※
所
要
時
間
は
約
50
分
で
す
。

▼
参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
代
）

お
よ
び
入
館
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
高
さ
約
10
㎝
の
か
ご
を
縄
文
時
代

に
使
わ
れ
た
編
み
方
で
作
り
ま
す
。

▼
日
時
�
8
月
4
日
（
土
）

○
午
前
10
時
か
ら�

○
午
後
２
時
か
ら

▼
定
員
　
い
ず
れ
も
15
人
（
要
申
し

込
み
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
代
）

※
小
学
3
年
生
以
下
は
大
人
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
�
8
月
9
日
（
木
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
定
員
�
30
人
（
要
申
し
込
み
）

　
竹
を
使
っ
て
、
水
鉄
砲
や
竹
と
ん

ぼ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

▼
日
時
�
8
月
18
日
（
土
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員
�
15
人
（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
小
学
3
年
生
以
下
は
大
人
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
釈
迦
堂
で
じ
っ
く
り
縄
文
時
代
を

考
え
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
期
間
　
8
月
20
日
（
月
）
ま
で

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
学
校
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
て
い
る
利
用
券
を
提

示
す
れ
ば
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦

堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１

０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し

て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

�

ご
み
が
落
ち
て
な
い
地
域
に
し
よ
う

と
、
全
校
児
童
1
4
7
人
は
、
毎
週
金

曜
日
の
登
校
時
間
に
通
学
路
の
ご
み
拾

い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
児
童
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
朝
7
時
半
過
ぎ
、
登
校
班
ご
と
に
集

合
し
た
子
ど
も
達
の
ご
み
拾
い
が
始
ま

る
と
「
あ
っ
、
こ
こ
に
も
落
ち
て
い
る

よ
」
「
こ
れ
は
燃
え
る
ご
み
?
」
と
ご

み
発
見
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
使
命

感
で
夢
中
に
な
る
低
学
年
に
上
級
生
の

安
全
へ
の
気
配
り
も
。
今
年
の
児
童
会

総
会
で
も
全
員
一
致
で
「
通
学
路
が
き

れ
い
に
な
る
し
、
登
下
校
の
時
気
持
ち

が
い
い
し
、
地
域
の
人
の
役
に
も
立
つ

の
で
続
け
ま
す
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

　
本
校
正

面
玄
関
前

に
そ
び
え

る
松
の
大

木

、
樹

齢

３
０
０
年

の
こ
の
松

の
木
は
本

校
の
シ
ン

ボ
ル
で
す
。

　
そ
れ
に
ち
な
ん
で
、
本
校
の
児
童
会

活
動
は
、
松
の
子
活
動
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
5
月
に
行
わ
れ
た
松
の
子
総
会
で
は
、

「
み
ん
な
で
作
ろ
う
!
明
る
く
元
気
な

一
北
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
ま
り
、
①

あ
い
さ
つ
あ
ふ
れ
る
一
北
②
仲
良
く
ふ

れ
あ
え
る
一
北
③
ル
ー
ル
を
守
る
一
北

④
き
れ
い
で
あ
か
る
い
一
北
、
を
目
指

し
日
々
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
全
校
児
童
97
人
の
家
庭
的
な
温
か
さ

に
包
ま
れ
た
一
宮
北
小
は
、
ま
さ
に
地

域
に
支
え
ら
れ
た
学
校
と
い
え
ま
す
。

今
後
も
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
共
に
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て

行
き
ま
す
。

　

全学年で行うごみ拾い活動

あいさつウィークで笑顔を
交わす子どもたち



男
　
子

3位2位1位種目名

日原和志
春日居
10秒99

篠原悠真
境川
10秒72

深沢直也
一宮西
10秒12

安宅雄太
石和東
14秒76

村松由翔
石和南
14秒28

60ｍ
ハードル

100ｍ走

江見京祐
八代
3分27秒76

雨宮　歩
石和東
3分27秒56

佐々木聖矢
石和南
3分22秒73

1,000m走

山下響平
御坂西
3ｍ74cm

中村俊介
石和東
4ｍ05cm

渡辺　伶
八代
4ｍ06cm

走り幅跳
び

齊藤優太
境川
1ｍ23cm

日川竜希
御坂西
1ｍ24cm

金丸聖弥
石和北
1ｍ24cm

走り高跳
び

斉藤　圭
御坂西
50ｍ36cm

山本　満
八代
50ｍ78cm

久保田海斗
石和東
51ｍ87cm

ボール
投げ

400ｍＲ
八代
58秒56

石和南
58秒12

御坂西
57秒99

女
　
子

3位2位1位種目名

岩間三咲
石和南
11秒40

丹澤　禎
八代
11秒11

梶田　凪
富士見
15秒53

山本月菜
御坂西
15秒29

岩浅優花
御坂西
15秒24

60ｍ
ハードル

100ｍ走

飯田萌楓
御坂西
2分50秒72

杉本　優
八代
2分47秒95

松本京花
八代
2分44秒13

800m走

雨宮　栞
御坂西
3ｍ41cm

五味ここあ
富士見
3ｍ47cm

伊藤有花
富士見
3ｍ55cm

走り幅跳
び

坂野�美来
一宮北
1ｍ20cm

大村日歌里
一宮北
1ｍ20cm

内藤息吹
八代
1ｍ22cm

走り高跳
び

天野桃華
御坂西
32ｍ76cm

藤原美穂
石和東
34ｍ07cm

玉川仁絵
八代
36ｍ28cm

ボール
投げ

400ｍＲ
石和北
1分02秒30

御坂西
1分01秒92

八代
1分01秒75

６月11日、一宮南小学校の５年
生を対象に行われた贈呈式

6月4日、御坂東小学校の全校児
童を対象に行われた贈呈式

「引揚救助」＝笛吹チーム
選手宣誓をする笛吹市消防本部の

小宮山選手

　
市
小
学
校
陸
上
記
録
会
お
よ
び

中
学
校
陸
上
競
技
会
が
、
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

表彰式（市長賞の授与）

　
6
月
8
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
N
H
K
学
園
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
笛
吹
市
俳

句
大
会
が
、
国
民
文
化
祭
の
プ
レ

事
業
と
し
て
、
3
2
4
人
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
前
投
句
5
9
8
9
句
、
当
日

投
句
2
4
5
句
の
中
か
ら
優
秀
作

品
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
俳
人
協
会
理
事

長
の
鷹
羽
狩
行
氏
の
「
鶯
笛
か
ら

虎
落
笛
ま
で
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
参
加
者
の
熱
心
に
メ
モ

を
と
る
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
選

評
で
は
選
者
と
会
場
が
、
終
始
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
、
甲

府
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
笛
吹
グ

ル
ー
プ
に
よ
り
「
人
権
の
花
」
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
心
身
と
も
に
健
全
に

育
成
さ
れ
る
べ
き
青
少
年
期
に
、

子
ど
も
が
相
互
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
花
苗
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
情
操
を
よ
り
豊
か
に
し
、

命
の
大
切
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や

り
と
い
っ
た
基
本
的
人
権
尊
重
の

精
神
を
身

に
つ
け
て

も
ら
う
こ

と
を
目
的

に
行
わ
れ

た
も
の
で

す
。
　
贈
呈
式

で
は
「
風

船
飛
ば
し
」

も
行
わ
れ
、

市
人
権
擁

護
委
員
や

甲
府
地
方

法
務
局
お

よ
び
市
職

員
も
参
加

し
ま
し
た
。

た
か
は

し
ゅ
ぎ
ょ
う

う
ぐ
い
す
ぶ
え

も
が
り
ぶ
え

　
6
月
13
日
、
笛
吹
市
消
防
本
部

訓
練
場
に
お
い
て
、
県
消
防
長
会

の
主
催
に
よ
り
、
第
39
回
山
梨
県

消
防
救
助
技
術
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
消
防
職
員
の
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
表
し
、
お
互
い

の
救
助
技
術
を
競
い
合
っ
て
、
実

際
の
災
害
現
場
に
お
け
る
救
助
活

動
の
更
な
る
向
上
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
消
防
本
部
か
ら

の
21
人
を
含
む
、
県
下
10
消
防
本

部
か
ら
総
勢

１
８
７
人
の

選
手
が
、
7

種
目
の
競
技

で
競
い
合
い

ま
し
た
。
市

消
防
本
部
の

選
手
で
は
、

7
種
目
の
う

ち
4
種
目
に

お
い
て
入
賞

し
、
引
揚
救

助
の
部
で
は

3
位
入
賞
と

い
う
結
果
を

果
た
し
ま
し

た
。

　
6
月
21

日
、
春
日

居
町
別
田

地
内
の
畑

に
て
、
春

日
居
ク
ラ

ブ
に
よ
る

春
日
居
東
・

西
保
育
所

園
児
の
ジ

ャ
ガ
イ
モ

収
穫
体
験

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
、
園

児
ら
は
収

穫
体
験
の

ほ
か
、
大

鍋
で
ゆ
で

た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
試

食
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
ほ

か
に
も
、
桃
の
収
穫
・
瓶
詰
め
加

工
体
験
、
お
よ
び
桃
カ
レ
ー
の
提

供
、
ま
た
兜
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

12”21
宮川一駿
浅川中 12”05

奈良光洋
石和中 11”72共通

渡邉　陵
石和中 12”38

岩澤太界
浅川中 12”15

大久保雄平
石和中 12”02100ｍ 2年

榊原智仁
石和中 13”64

窪田凌也
浅川中 13”40

土屋拓斗
石和中 12”921年

田中佑弥
御坂中 25”78

田中智彦
浅川中 25”56

宮川一駿
浅川中 25”52200ｍ 共通

58”59
桑原拓也
浅川中 57”70

塩田海成
浅川中 57”44400m 共通

牧野大輔
浅川中 2’17”47

風間洋哉
御坂中 2’17”38

田中克哉
春日居中 2’17”04

800m

1,500m

3,000m

110mH

共通

小宮山優也
一宮中 2’15”38

小田切凌真
浅川中 2’14”63

成田成司
石和中 2’10”462年

藤原和也
石和中 4’28”37

花田幹太
石和中 4’25”18

小林雄斗
浅川中 4’22”68共通

雨宮　聖
石和中 4’56”54

飯島　薫
春日居中 4’55”67

藤巻天
石和中

4’24”65

大会新1年

花田幹太
石和中 10’08”61

藤原和也
石和中 9’55”01

小林雄斗
浅川中 9’48”60共通

小澤一元
石和中 11’09”52

小池洋海
一宮中 10’40”28

小林大樹
石和中 9’53”972年

平塚　駿
御坂中 18”9617”0316”27共通

大須賀一斗
浅川中 20”07

中澤俊治
春日居中 19”85

坂本幸貴
一宮中 18”832年

田中智彦
浅川中 5m59

6m40

大会タイ

奈良光洋
石和中

6m58

大会新共通

5m04
保坂　凌
浅川中 5m115m67走り幅跳び 2年

宮川大吉
一宮中 4m48

桑原直也
浅川中 4m504m551年

天野裕太
浅川中 1m60

岩間皓平
一宮中 1m65

田邉皓人
春日居中 1m65

走り高跳び

共通

湯澤倫也
石和中 1m45

村松篤弥
浅川中 1m45

瀬沼大地
春日居中 1m592年�

窪田雄聡
春日居中 8m65

宮川厳己
浅川中 9m20

里吉由至
御坂中 9m63共通

横内晋介
石和中 10m16

菅野大斗
一宮中 10m20

岡　宏明
春日居中 10m36砲丸投げ 2年

堀内竜椰
御坂中 8m18

平賀優太
春日居中 8m26

廣瀬智大
浅川中 9m701年

45”72

4×100ｍＲ

共通

小松さくら
石和中 12”90

梶原瑞奈
石和中 13”78

小池知穂
一宮中 14”34

小林茉優
石和中 28”86

渡邉眞里子
御坂中 2’31”13

内藤亜美
一宮中 2’32”46

中村桃花
一宮中 2’43”23

芦澤まどか
御坂中 5’26”65

向山実希乃
一宮中 17”20

伊藤百花
石和中 18”87

4m21

小泉由衣
石和中 4m37

早川あずさ
浅川中 3m80

五味紅葉
御坂中 1m35

江見彩夏
浅川中 1m30

石原なな実
浅川中 8m75

廣野まりな
石和中 9m02

落合　渚
浅川中 7m16

51”31

56”77

石和中

一宮中

54”69

57”53

御坂中

御坂中

55”42

58”56

一宮中

春日居中

50”46

石和中

石和中

46”57

52”10

浅川中

浅川中

48”49

53”39

御坂中

御坂中1年

共通

2年

1年

共通

共通

2年

1年

共通

共通

2年

共通

2年

1年

共通

2年

共通

2年

1年�

共通

1年

100m

200m

800m

1,500m

100mH

走り幅跳び

走り高跳び

砲丸投げ

4×100ｍＲ

3位2位1位
種　目

順位

記録氏名 記録氏名 記録氏名

3位2位1位
種　目

順位

記録氏名 記録氏名 記録氏名

澤田佳奈
浅川中

水野あやめ
石和中 14”11

渡辺彩花
石和中 14”02

菊嶋夏帆
石和中 14”66

渡辺玲菜
石和中 29”66

山縣　梢
御坂中 2’35”59

佐藤萌愛
一宮中 2’45”68

雨宮未來
石和中 2’43”27

小林さやか
浅川中 5’29”16

小澤かおり
石和中 17”86

小山理子
石和中 19”35

4m11

野沢美月
浅川中 4m36

小川花朋
春日居中 3m80

長幡紗季
石和中 1m30

保坂彩美
御坂中 1m30

田島怜奈
一宮中 8m03

小林実生
御坂中 7m51

岡田美奈
春日居中 7m03

鈴木理子
御坂中

齋藤詩織
一宮中 14”16

小倉　希
浅川中 14”49

望月　優
石和中 14”85

向山実希乃
一宮中 30”64

小林彩香
一宮中 2’36”31

中川莉奈
春日居中 2’46”66

坂口　瞳
一宮中 2’43”59

依田ありあ
一宮中 5’30”71

澤田佳奈
浅川中 18”28

芦澤玲衣
春日居中 19”40

4m09

石田あずみ
一宮中 4m31

寺西琴音
浅川中 3m70

込山葉瑠
一宮中 1m30

依田和希
御坂中 1m20

代永聖深
春日居中 8m00

末木佑真
浅川中 7m42

藤本真望
浅川中 6m89

別符綾花
石和中

山　　翼
石和中

山　　翼
石和中

　山蔵也
浅川中

　野隼人
石和中

　野大海
御坂西
14秒72

山　南津那
石和西
11秒09

青　祥多
石和中

青　祥多
石和中

青　拓海
石和中

　川　嶺
春日居中

※走り高跳びの記録が同じ場合、順位は試技数による。
※走り幅跳びの記録が同じ場合、順位は、２番目の記録による。



※
8
月
は
「
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
・
タ
ン
タ
ン
」
は
お

休
み
で
す
。

※
耳
を
す
ま
せ
ば
絵
本
隊
は
、
夏
休

み
企
画
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　
（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
８
月
４
日
（
土
）
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

８
月
28
日
（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

８
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

８
月
１
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
真
夏
の
お
話
会

８
月
３
日
（
金
）
　
午
後
１
時
30
分

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

８
月
５
日
（
日
）
・
12
日
（
日
）
・
19

日
（
日
）
・
26
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

８
月
29
日
（
水
）
　
午
前
11
時
か
ら

※
8
月
は
「
プ
レ
マ
マ
」
は
お
休
み

で
す
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
夏
休
み
企
画

に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

8
月
11
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

8
月
4
日
（
土
）
・
11
日
（
土
）
・
18

日
（
土
）
・
25
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら

※
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

は
8
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

8
月
4
日
（
土
）
　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

�

（
乳
幼
児
向
け
）

８
月
14
日
（
火
）・
28
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

８
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

８
月
18
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

８
月
25
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�
石
倉
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

１
日（
水
）・
８
日（
水
）・
15
日（
水
）・

22
日（
水
）・
29
日（
水
）・
31
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
16
日（
木
）【
大

文
字
焼
き
】・
20
日
（
月
）・
27
日
（
月
）・

31
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

5
日（
日
）・
12
日（
日
）・
19
日（
日
）・

26
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
31
日（
金
）

市内の小学生なら誰でも参加できます。
お申し込みは、各館カウンターまたはお電話で受け付けます。

春日居ふるさと図書館
挑戦！キャラクターおりがみ
　日時　8月3日（金）午前10時30分から

　定員　10名（要申込・先着順）

牛乳パックでかんたんエコ工作
　日時　8月8日（水）午前10時30分から

　定員　10名（要申込・先着順）

クラフトパンチでオリジナルカード作り
　日時　8月17日（金）午前10時30分から

　定員　10名（要申込・先着順）

■申込・問合せ先　春日居ふるさと図書館

　☎0553（26）2283

八代図書館
読書感想文の書き方
【高学年】日時　8月1日(水)

　午前9時30分～11時30分

【低学年】日時　8月2日（木）

　午前9時30分～11時30分

　定員　10名（要申込・先着順）

粘土で作ろう！かわいい小物
　日時　8月3日（金）午前9時30分～11時30分

　定員　10名（要申込・先着順）

■申込・問合せ先　八代図書館

　☎055（265）2113

先着順ですのでお早めに。いずれも参加費無料。

石和図書館
スパッタリング技法で絵を描こう！
　日時　8月8日(水）午前10時から

　場所　スコレーセンター　1階　会議室

　定員　15名（要申込・先着順）

マーブル絵具で模様を楽しもう！！
　日時　8月9日(木）午前10時から

　場所　スコレーセンター　1階　会議室

　定員　15名（要申込・先着順）

マスキングテープで雑貨づくり
　日時　8月10日(金）午前10時から

　場所　スコレーセンター　2階　資料展示室

　定員　15名（要申込・先着順）

■申込・問合せ先　石和図書館　☎055（262）5959

御坂図書館
オリジナルキーホルダーをつくろう！
　プラ板でキーホルダーづくりに挑戦！

　日時　8月9日(木）午前10時～11時30分

　場所　学びの杜みさか　実習室

　定員　15名（要申込・先着順）

■申込・問合せ先　御坂図書館　☎055（263）0363

夏休みスペシャル映画会
　世界一有名なネコとネズミの追いかけっこ『トムと

ジェリー』を上映します。

　お友達やご家族とお楽しみください。

　日時　8月11日(土）午後2時から（60分）

　場所　学びの杜みさか　視聴覚室　※申込不要

　

一宮図書館
夏休みチャレンジ教室特別版
　日時　8月 9日(木）読書感想文を書こう！

　　　　8月10日(金）万華鏡を作ろう！

　　　　いずれも午後1時30分から3時まで

　定員　15名（要申込・先着順）

■申込・問合せ先　一宮図書館　☎0553（47）5220

夏まつり～みんな21日は図書館へ集合～
　日時　8月21日(火）午前10時～午後3時

　場所　市内全図書館　　　　参加費　無料

　内容　ヨーヨーつりやゲームなど

☆タンタンゆかいなおばけおはなし会☆
（タンタンスペシャルバージョン）
　日時　8月21日(火）午前11時～11時30分

　場所　石和図書館　2階　視聴覚ホール

　参加費　無料

図書館しりとりリレー（子ども向け）開催中
※詳しくは図書館にお問い合わせください。

◎8月の平日は、全館午前9時30分に開館します。（八
代・境川は午前9時）ただし、土・日曜日は通常
どおり開館します。
◎図書館内の学習スペースは、大変混み合います。
席指定を行いますので、必ず利用カードをお持
ちください。



■チケット販売・問合せ先　（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団（スコレーセンター内）　☎055（263）7959

　
林
家
彦
い
ち
門
下
の
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
落
語
家
た
ち
が
、
楽
し
い
練

習
の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
披
露
し
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
彦
い
ち
師
匠
の
爆
笑
落
語
も

お
楽
し
み
に
。

▼
日
時
　
8
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
開
場
　
午
後
2
時
30
分

　
　
　
　
開
演
　
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�
集
会
室

▼
入
場
料
　
大
人
　
　
5
0
0
円
、

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
無
料

練習頑張っています！ぜひ、見にきてください
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